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平成27年度一般会計予算 がまとまりました ■問財政課(7６５－６５０６)

市　　税
163億33万円
(８億2,029万円減)

市民の皆さんや企業からの市民税、
固定資産税、軽自動車税など

一般会計予算額は

５１４億円
前年度比▲５.７億円(▲１.１％)

地方交付税
148億7,000万円
(７億7,950万円増)

人口や税収に応じて国から再配分さ
れるお金

国庫支出金
68億1,222万円
(５億9,384万円増)

国が特定の事務事業に対して交付す
るお金

市　　債
39億8,190万円
(３億3,220万円減)

市が行う事業などの借金

県支出金
36億8,791万円
(３億3,411万円増)

県が特定の事務事業に対して交付す
るお金

地方譲与税など
23億9,530万円
(４億3,840万円増)

国や県が徴収した税のうち、市町村
に配分されるお金

分担金・使用料など
11億5,087万円
(3,693万円減)

保育所や幼稚園の保育料、市営住宅
家賃、各施設の使用料など

繰　入　金
９億3,486万円
(13億6,171万円減)

各種基金から繰り入れるお金

諸収入など
12億2,661万円
(１億6,172万円減)

諸収入や財産収入、繰越金

民　生　費
176億6,316万円
(７億3,171万円増)

児童、高齢者、しょうがい者の福祉
推進など

教　育　費
64億5,462万円
(９億6,772万円増)

学校の管理運営や施設整備、生涯学
習の推進や文化財の保護など

土　木　費
61億1,562万円
(４億9,354万円増)

道路、公園、河川等の整備や除雪、
下水道事業への繰出など

総　務　費
57億3,096万円
(８億9,340万円減)

人権施策、市有建物の管理、交通対策、
防犯対策、自治振興、地域振興など

公　債　費
52億6,164万円
(21億5,602万円減)

これまでの施設整備などのために借
りたお金の返済

衛　生　費
44億2,379万円
(３億1,816万円減)

予防接種、母子保健、健康増進、ゴ
ミ・し尿の処理など

消　防　費
25億2,072万円
(４億7,691万円増)

消防・救急活動、水防や災
害対策、原子力対策など

予　備　費
5,000万円
(5,000万円減)

予定外の支出や予算を超
過する支出に対応するた
めの費用

議　会　費
２億8,218万円

(114万円減)

市議会の運営経費

労働費・商工費
・農林水産業費
28億5,731万円
(１億8,184万円増)

勤労者の福祉、商業・観光、
農林水産業の振興など

歳出 

民生費 
34.4%

教育費 
12.6%土木費 

11.9%

総務費 
11.2%

公債費 
10.2%

衛生費 
8.6%

消防費 
4.9%

農林 
水産業費 
4.2%

商工費　1.3%

議会費　0.5% 予備費　0.1%

労働費　0.1%

市税 
31.7％ 

分担金・使用料など　2.2％ 

繰入金　1.8％ 

諸収入など　2.4％ 

地方譲与税など　4.7％ 

地方交付税 
29.0％ 

国庫支出金 
13.3％ 

県支出金 
7.2％ 

市債 
7.8％ 

自
主
財
源 

依
存
財
源 

歳入 

○歳入の確保
自主的・自立的な行政運営を確保するために、様々な観点・視点から積極的に財源確保に努めます。(市有

財産の処分等の推進、市保有の公有財産・物品や印刷物などの広告媒体を活用した広告事業の推進など)

○歳出の削減
合併によって規模が増えた予算の縮減に向けて、一層の事務事業の簡素化・合理化を推進します。(人件

費・経費の削減、事務事業の見直し、市債の繰上償還による利子負担軽減など)

予算編成のポイント
◆政府の緊急経済対策(消費喚起、地
方創生の先行事業)を活用し、平成
26年度補正予算と一体的に編成
◆「ひとの力・企業の力」を引き出
し、「まちの力」が発揮できる取組
を加速化
◆「選択と集中」により、市民の皆
さんの負託に応える施策に財源を
集中
◆市長マニュフェストを予算に反映
◆普通交付税の合併算定替え終了を
見据えた財政計画に沿った予算(人
件費の抑制、普通建設事業費の適
正化、市債借入額の抑制や市債残
高の縮小など)

※主要施策については、次頁以降で

紹介します。

※( )内の金額は、前年度との比較
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観
音
文
化
の
振
興

地
域
の
暮
ら
し
に
根
付

き
、
今
な
お
大
切
に
守
り
継

が
れ
て
い
る
長
浜
の
観
音
さ

ま
。
観
音
の
里
の
四
季
折
々

の
姿
と
と
も
に
国
内
外
へ
そ

の
魅
力
を
発
信
し
ま
す
。
ま

た
、
防
犯
防
災
対
策
を
講
じ

な
が
ら
、
持
続
可
能
な
観
音

文
化
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

長
浜
曳
山
ま
つ
り
の
ユ
ネ
ス
コ
無

形
文
化
遺
産
登
録
を
市
民
と
と
も
に

目
指
し
て
い
ま
す
。
秀
吉
公
の
時
代

よ
り
人
か
ら
人
へ
と
代
々
受
け
継
が

れ
て
き
た
曳
山
、
子
ど
も
歌
舞
伎
、

ま
つ
り
と
い
っ
た
曳
山
文
化
を
町
衆

の
心
意
気
と
と
も
に
、
地
域
の
宝
・

長
浜
の
誇
り
と
し
て
、
世
界
に
向
け

て
発
信
し
、
歴
史
文
化
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

ユ
ネ
ス
コ
登
録
に
向
け
て
、
そ
の

気
運
を
高
め
る
た
め
、
企
画
展
や
絵

画
展
の
開
催
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
作
成
、

児
童
生
徒
へ
の
出
前
講
座
等
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
首
都
圏
に
お
け
る
Ｐ

Ｒ
、
旅
行
業
者
へ
の
商
談
等
に
よ
り
、

ま
つ
り
の
魅
力
を
国
内
外
に
発
信
し

ま
す
。

中
心
市
街
地
の
活
性
化

長
浜
駅
を
核
と
し
た
駅
周
辺
が
、

商
業
や
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
、
交
通

結
節
点
と
し
て
都
市
機
能
が
強
化

さ
れ
、
市
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し

い
魅
力
的
な
駅
前
空
間
と
な
る
よ

う
、
市
街
地
再
開
発
事
業
を
核
と

し
た
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推

進
し
ま
す
。

今
年
度
は
、
駅
東
地
区
の
ま
ち

づ
く
り
が
円
滑
に
進
む
よ
う
、
事
業
を
牽

引
す
る
市
街
地
再
開
発
組
合
の
活
動
に
対

し
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
空
き
町
家
を
活

用
し
た
居
住
促
進
や
暮
ら
し
を
豊
か
に
す

る
生
活
文
化
産
業
の
創
出
に
向
け
た
取
組

み
を
進
め
る
他
、
中
心
市
街
地
活
性
化
基

本
計
画
に
基
づ
く
事
業
を
促
進
し
ま
す
。

北
部
の
元
気
創
造

北
国
街
道
木
之
本
宿
に
つ
い
て
は
、
移

住
定
住
を
促
進
す
る
た
め
、
空
き
家
・
空

き
店
舗
の
利
活
用
や
景
観
整
備
計
画
を
策

定
す
る
な
ど
、
活
性
化
に
向
け
た
取
組
み

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
ま
ち
な
か
や
「
き

の
も
と
交
遊
館
」
で
の
企
画
展
の
開
催
、

ガ
イ
ド
、
人
材
育
成
、
お
も
て
な
し
バ
ス

の
運
行
な
ど
、
黒
田
官
兵
衛
博
覧
会
終
了

後
も
継
続
し
て
北
部
地
域
に
観
光
誘
客
を

図
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
若
者
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
活
動
の
支
援
や
旧
余
呉

小
学
校
を
活
用
し
た
文
化
芸
術

情
報
の
発
信
、
奥
び
わ
湖
の
景

観
を
活
か
し
、「
恋
人
の
聖
地
」

と
位
置
づ
け
た
ま
ち
づ
く
り
事

業
な
ど
、
魅
力
的
な
地
域
資
源

を
活
か
し
た
モ
デ
ル
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

長
浜
曳
山
ま
つ
り
の
発
信

独
自
の
伝
統
文
化
を
活
か
し
、
現
代
を
彩
る

長
い
年
月
に
培
わ
れ
て
き
た
知
恵
や
行
事
、
伝
統
、
人
々
の
絆
・
・

長
浜
ら
し
い
個
性
あ
る
文
化
・
景
観
を
継
承
す
る
と
と
も
に
、
世
界
発
信

し
、
国
際
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し
ま
す
。

長浜曳山まつり　子ども歌舞伎

安念寺と「いも観音」さま

予算額　8,200千円

芳
洲
先
生
の
業
績
Ｐ
Ｒ

現
在
「
朝
鮮
通
信
使
」
を

ユ
ネ
ス
コ
記
憶
遺
産
に
登
録

す
る
取
組
み
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
本
市
が
世
界
に
誇
る

「
善
隣
友
好
」
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
る
「
雨
森
芳
洲
」
先
生

の
業
績
を
全
国
に
向
け
て
発

信
し
ま
す
。

東アジア交流ハウス　雨森芳洲庵

予算額　6,988千円

予算額　37,539千円
（うちH26補正　20,000千円）

予算額　54,735千円
（うちH26補正 3,000千円） 予算額　1,626,334千円

予算額240,607千円
（うちH26補正　33,650千円）

菅
浦
地
区
文
化
的
景
観

の
保
存
活
用

国
の
重
要
文
化
的
景
観
に

選
定
さ
れ
た
西
浅
井
町
菅
浦

の
景
観
を
次
世
代
へ
継
承
で

き
る
よ
う
四
足
門
を
修
理

し
、
景
観
を
保
護
し
ま
す
。

ま
た
、
案
内
看
板
の
設
置
や

啓
発
パ
ン
フ
を
作
成
す
る
等

市
民
団
体
「
菅
浦
『
惣
村
』

の
会
」
と
と
も
に
そ
の
魅
力

を
全
国
に
発
信
し
ま
す
。

菅浦集落

予算額　12,281千円

若
者
や
子
育
て
世
代
に

「
選
ば
れ
る
ま
ち
」、「
住
み

続
け
た
い
ま
ち
」
を
実
現
す

る
た
め
、「
楽
し
め
る
・
働

け
る
・
産
め
る
・
教
え
育

む
・
暮
ら
す
」
の
視
点
に
お

い
て
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

応
じ
た
切
れ
目
の
な
い
支
援

を
行
う
と
と
も
に
、
子
育
て

情
報
を
様
々
な
媒
体
で
、
わ

か
り
や
す
く
発
信
し
て
い
き

ま
す
。

「
楽
し
め
る
」

結
婚
に
つ
な
が
る
出
会
い
づ
く
り
、

市
民
が
取
組
む
ま
ち
づ
く
り
等
を
支
援

し
ま
す
。

「
働
け
る
」

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
提
供
、
高
卒

認
定
試
験
合
格
の
た
め
の
支
援
等
を
行

い
ま
す
。

「
産
め
る
」

子
ど
も
の
短
期
・
一
時
預
か
り
に
よ

り
、
保
護
者
の
「
困
っ
た
」
や
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
を
支
援
。
ま
た
、
不
妊
治
療
費

の
助
成
、
妊
娠
か
ら
出
産
後
ま
で
の
相

談
体
制
の
整
備
等
を
行
い
ま
す
。

「
教
え
育
む
」

バ
イ
オ
大
学
と
連
携
し
た
理
系
人
材

の
育
成
、
滋
賀
国
体
を
意
識
し
た
ジ
ュ

ニ
ア
ア
ス
リ
ー
ト
の
育
成
、
就
学
前
教

育
の
充
実
等
を
図
り
ま
す
。

「
暮
ら
す
」

子
育
て
世
帯
等
の
定
住
支
援
等
に
着

手
し
ま
す
。

（下）子育て情報サイト
「ママフレ」

（上）子育て支援センター

北
国
街
道
　
木
之
本
宿

奥
琵
琶
湖

パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
の
桜

旧
余
呉
小
学
校
を

活
か
し
た
芸
術
祭

外で元気に遊ぶ子どもたち

ひと・企業・まちの力が発揮できる未来志向の取組みを加速化 ひと・企業・まちの力が発揮できる未来志向の取組みを加速化 

平成27年度主要施策 ～市民協働でこんなことに取り組みます～ 平成27年度主要施策 ～市民協働でこんなことに取り組みます～ 平成27年度主要施策 ～市民協働でこんなことに取り組みます～ 
ひと・企業・まちの力が発揮できる未来志向の取組みを加速化 

まちの力 

まちの力 

ひとの力 

子育てしやすいまち長浜の推進

中心市街地活性化と北部振興は車の両輪！
一体感あるまちづくりを推進

長浜駅前
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プロモーションビデオによる場面に応じた幅広い情報
発信、雑誌社と連携した首都圏へのプロモーション活動
等、本市の魅力を国内外に戦略的に発信していきます。
併せて、移住相談に対応できる相談員の育成、移住セミ
ナーの開催や空き家情報の提供等、定住に向けた受け入
れ支援を行います。

戦略的なシティプロモーションと
移住・定住の促進

予算額　26,138千円
（うちH26補正　26,000千円）

まちの力 

日本の夕陽百選に選ばれている長浜の夕陽

平成29年3月の供用開始に向け、ＩＣランプやＥＴＣ
料金所、取付道路を順次整備していきます。また、並行
してスマートＩＣ周辺予定地におけるまちづくりの具現
化に向け、進出可能性のある企業とのマッチングに取組
むとともに、土地利用に係る規制緩和に向けた関係省庁
への政策提案等を行っていきます。

小谷城スマートＩＣを核とした
まちづくり

予算額　56,391千円

まちの力 

小谷山と北陸自動車道

しょうがいのある人や高齢者が安心して地域で暮らせ
るよう、手話奉仕員の養成やしょうがい者相談支援の機
能強化を図るとともに、多様な地域福祉ニーズや課題の
解決を目指す介護事業所や地域の活動を支援します。ま
た、地域に必要な医療を確保するため、長浜赤十字病院
の救命救急センター運営支援、長浜市立湖北病院の医療
提供体制の充実を図ります。

市民のくらしを守り、
安心して生活できる地域社会
予算額　313,394千円

（うちH26補正 150,000千円）
ひとの力 

高齢者の寄合いの場づくり

市内全域で災害情報の収集および指示が行えるよう移動
系防災行政無線の整備を進めます。また、自治会の防災マ
ップとなる災害図上訓練の実施支援や、指定避難所に備蓄
倉庫や必要資機材を配備するなど、市民の安全・安心を確
保するとともに、災害時のリスク軽減を図ります。

自助・共助・公助の協働による
防災力の強化

予算額　722,147千円

まちの力 

市防災訓練の様子

学校体育館など天井落下防止対策や小中学校のトイレ
改修などハード面の整備を進めるとともに、「長浜子ども
のちかい」および「長浜子育て憲章」に基づき、これを
具現化するよう取組みを進めます。また、「長浜の未来の
学校づくり検討会議」において、将来の長浜市の学校、
教育のあり方について議論を重ね反映していくほか、地
方教育行政制度の改革の動きを受けて「長浜市総合教育
会議」を本格的に運用し、未来に向けてはばたく子ども
たちの健やかな発達を支援します。

市民ぐるみの子育て・子育ちの
ための教育環境づくり
予算額　305,399千円 ひとの力 

とらひめ認定こども園あいさつ運動

地域資源を活用した産業の創出や意欲ある起業者を支
援し、新たな雇用の創出と地域産業の活性化を図るとと
もに、プレミアムお買い物券等の発行により地域の消費
喚起に取り組みます。また、中山間地域などの条件不利
地域での農業経営支援や自伐林家の養成、ビワマスやイ
チゴ等農水産物の特産品化、鳥獣害対策等により農林水
産業の活性化を図ります。

地域経済の活性化と
持続可能な農林水産業を後押し
予算額　253,882千円

（うちH26補正　202,650千円）
企業の力 

長浜サイエンスパーク

市内に整備されたメガソーラー

市民や事業者に対し、太陽光や木質バイオマス等の再
生可能エネルギーによる発電・熱利用設備やＬＥＤ防犯
灯などの省エネルギー設備の導入を支援します。また、
市も率先して公共施設への太陽光発電設備を導入し、市
民・事業者との協働により再エネや省エネ関連事業を積
極的に進めます。

再エネ・省エネを最大限推進

予算額　123,891千円
ひとの力 

企業の力 

到来する「超高齢・人口減少社会」という大きな転換期を乗り切るため、知
恵を絞り、汗をかき、地域の魅力を磨きながら、そのよさを最大限活かしたま
ちづくりを行う必要があります。このため、長浜の伝統文化を活かしたまちづ
くり、都市ブランドの構築や移住定住促進など、外から人を呼び込む施策を中
心に、「地方創生」を先取りした取組みを進めてまいります。
また、「中心市街地の活性化と北部振興」、「子育てしやすいまちづくり」など、
私自ら先頭に立ち、職員一丸となって取り組みます。失敗を恐れず果敢にチャ
レンジ。本市の誇る市民力を結集し、市民の皆様との協働により元気で力強い
12万都市「長浜」を築いてまいります。

長浜市長　藤井勇治
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●市長の事務部局 

市長 副市長 

総務部 

総合政策部 

市民協働部 

市民生活部 

産業経済部 

都市建設部 

会計管理者 

北部振興局 

健康福祉部 
【福祉事務所】 

  秘書室 
     
 
  総務課 
   
  財産活用室 
   
  人事課 
  [コンプライアンス推進室] 

  財政課 
     防災危機管理課 
  [原子力安全対策室] 

  契約検査課 
   
   
  総合政策課 
  [地方創生室] 
  
市民広報課 
   
  情報政策課 
 
  行政経営改革課 
        
  市民協働推進課 
  <支所> 
  
生涯学習課 
     文化スポーツ課 
  [歴史文化推進室] 

  人権施策推進課    
   
  環境保全課 
  [地域エネルギー振興室] 
 
 保険医療課 
   
  市民課 
   
  税務課 
   
  滞納整理課 
   
   
  社会福祉課    
  しょうがい福祉課 
  [児童発達支援センター] 
  子育て支援課 
  [家庭児童相談室] 
  健康推進課 
  [地域医療室] 
  高齢福祉介護課 
  [湖北地域介護認定審査室］ 
  
地域包括支援課 
   
   
  商工振興課 
   
  長浜駅周辺まちなか活性化室 
   
  観光振興課 
   
  農政課 
     森林整備課 
  [鳥獣害対策室] 
   
  都市計画課 
  [交通対策室] 

  道路河川課    
  建築住宅課 
  [すまい政策推進室] 
  
開発建築指導課 
   
  上下水道課 
   
   ※右頁のとおり   

   
  

市長・副市長の秘書、儀式、褒賞など 
 
 
内部統制の整備・運用、文書法規、情報公開、統計など 
 
行政財産の総括、未利用財産の利活用など 
 
人事、給与、人材育成など 
コンプライアンスの推進など 

予算編成、財政計画など 
 
防災、危機管理、消防団など 
原子力安全、原子力防災など 

建設工事等の入札、契約審査、工事検査など 
 
 
市政の総合的な企画立案・調整、基本構想、土地利用、教育大綱など 
地方創生など 

広報、広聴など 
 
地域情報施策、行政情報化、庁内情報システム整備など 
 
行政改革、公共施設等のマネジメントなど 
 
 地域づくり協議会、自治会、ＮＰＯ、防犯、交通安全、多文化共生など 
※右頁のとおり 

生涯学習、公民館、社会教育、青少年育成など  
文化芸術・スポーツ振興など 
歴史文化施策の企画・推進、博物館・資料館の展示企画など 
人権施策、男女共同参画、長浜地域総合センター・虎姫コミ
ュニティセンター・木之本総合センターの管理・運営など 
 
環境保全、エコライフ、自然公園、生活環境、墓地、消費生活など 
地域エネルギーの調査・推進など 

国民健康保険、福祉医療、後期高齢者医療、国民年金など 
 
戸籍、住民票、印鑑登録証明、住居表示、埋火葬許可など 
 
市県民税、国民健康保険料、固定資産税、軽自動車税など 
 
滞納整理（市税・国民健康保険料）、納付指導など  
 
福祉企画、民生委員・児童委員、生活保護、生活困窮相談、
戦没者遺族等の恩給、結婚支援など 
しょうがい福祉、障害程度区分の認定など 
早期療育、発達支援、相談支援など 
児童手当、児童扶養手当、ひとり親相談、放課後児童クラブなど 
家庭児童相談、ＤＶ、里親など 
健康企画、成人・母子保健、健康診断、予防接種、北部健康推進センターなど 
地域医療、救急医療、診療所など 
高齢者福祉、介護認定調査、介護保険など 
介護認定審査など 
介護予防、認知症対策、地域包括支援センター（高齢者の総
合相談、虐待防止、権利擁護）など 
 
商工業振興、事業者支援、企業立地、勤労者福祉、企業内人
権など 

中心市街地活性化、長浜駅周辺の整備など 
 
観光振興、観光の広報宣伝など  
農水産業振興、担い手支援、生産調整、特産振興、農村環境
保全、土地改良事業など 
森林整備、治山・林道施設の管理など 
鳥獣害対策など 
 
都市計画、景観、都市整備、公園緑地など 
公共交通対策、バス路線、鉄道駅関連施設（駐車場・駐輪場）など 

道路、橋梁、河川、砂防、除雪、地籍調査、法定外公共物など  
市営住宅の管理、地域改善事業の監理調整、市有建物の建築・営繕など 
住生活施策、空き家対策など 

開発指導、建築確認、建築指導など 
 
公共下水道、農業集落排水、簡易水道など 
 
 
 
 
出納、審査など 

7６５－６５０１ 
 
 

7６５－６５０３ 
 

7６５－１７１７ 
 

7６５－６５０２ 
 

7６５－６５０６ 
 

7６５－６５５５ 
 

7６５－６５０７ 
 
 

7６５－６５０５ 
 

7６５－６５０４ 
 

7６５－６５８１ 
 

7６５－６７０２ 
 
 

7６５－８７２２ 
 

7６５－６５５２ 
 

7６５－８７８７ 
7６３－４６１１ 

7６５－６５６０ 
 
 

7６５－６５１３ 
 

7６５－６５１２ 
 

7６５－６５１１ 
 

7６５－６５０８ 
 

7６５－６５１７ 
 
 

7６５－６５１９ 
 

7６５－６５１８ 
7６５－６９０４ 
7６５－６５１４ 
7６５－６５４４ 

7６５－７７７９ 
 

7６５－７７８９ 
7６５－８２５０ 

7６５－７８４１ 
 
 

7６５－８７６６ 
 

7６５－６５４５ 
 

7６５－６５２１ 
 

7６５－６５２２ 
 

7６５－６５２６ 
 
 

7６５－６５４１ 
 

7６５－６５３１ 
 

7６５－６５３３ 
 

7６５－６５４３ 
 

7６５－１６００ 
 
 
 
 

7６５－６５０９ 

本庁舎４階 
 
 
本庁舎４階 
 
本庁舎４階 
 
本庁舎４階 
 
本庁舎４階 
 
本庁舎３階 
 
本庁舎５階 
 
 
本庁舎４階 
 
本庁舎４階 
 
本庁舎３階 
 
本庁舎４階 
 
 
本庁舎３階 
 
本庁舎３階 
 
本庁舎３階 
長浜城歴史博物館内 

本庁舎５階 
 
 
本庁舎２階 
 
本庁舎１階 
 
本庁舎１階 
 
本庁舎１階 
 
本庁舎１階 
 
 
本庁舎１階 
 
本庁舎１階 
ながはまウェルセンター 

本庁舎１階 
 
ながはまウェルセンター 
 
本庁舎１階 
 
本庁舎１階 
 
 
本庁舎２階 
 
元浜町7-5 
 
本庁舎２階 
 
本庁舎２階 
 
本庁舎２階 
 
 
本庁舎２階 
 
本庁舎２階 
 
本庁舎２階 
 
本庁舎２階 
 
本庁舎２階 
 
 
 
 
本庁舎１階 
 

 

 

市民協働部 

北部振興局 

病院事業管理者 

議会 

選挙管理委員会 

公平委員会 

監査委員 

農業委員会 

教育委員会 

固定資産評価 
審査委員会 

＜北部振興局・支所の組織＞ 

●病院事業の組織 

北部振興局 地域振興課  
  
福祉生活課  
  
産業振興課  
  
建設課  
[丹生ダム対策室］  

上下水道課  
  
  
浅井支所  
  
びわ支所  
  
虎姫支所  
  
湖北支所  
  
高月支所  
  
余呉支所  
  
西浅井支所  
  
  
  
 
市立長浜病院  
  
湖北病院  
  
 
介護老人保健施設 
湖北やすらぎの里 

  
  
  
事務局  
  
事務局  
  
事務所  
  
事務局  
  
事務局  
  
事務局  
  
  
教育長  
  
  
事務局  

7８２－５９００   
   

7８２－５９０１   
   

7８２－５９０２   
   

7８２－５９０４   
   

7８２－５９０３   
   
     

7７４－３０２０   
   

7７２－３２２１   
   

7７３－３００１   
   

7７８－１００１   
   

7８５－３１１１   
   

7８６－３２２１   
   

7８９－１１２１   
   
   
   
   

7６８－２３００   
   

7８２－３３１５   
   
   

7８２－３７２５   
   
   
   
   

7６５－６５４７   
   

7６５－６５０３   
   

7６５－６５４８   
   

7６５－６５４８   
   

7６５－６５４９   
   

7６５－６５０３   
 

北部振興局２階 
 
北部振興局１階 
 
北部振興局２階 
 
北部振興局２階 
 
北部振興局１階 
 
　 
内保町2490-1 
 
難波町505 
 
宮部町3445 
 
湖北町速水2745 
 
高月町渡岸寺160 
 
余呉町中之郷2434 
 
西浅井町大浦2590 
 
 
 
 
大戌亥町313 
 
木之本町黒田1221 
 
 
木之本町黒田1221 
 
 
 
 
本庁舎６階 
 
本庁舎４階 
 
本庁舎５階 
 
本庁舎５階 
 
本庁舎２階 
 
本庁舎４階 

●議会・行政委員会の組織・機関 

教育総務課  
[文化財保護センター]  
  

教育改革推進室  
  
  
教育指導課  
  
[木之本教育指導事務所]  
[図書館運営室]  
  
すこやか教育推進課  
[学校給食室]  
  

幼児課  

7６５－８６０３ 
7６４－０３９５ 
 

7６５－８６０４ 
 
 

7６５－８６０５ 
 
7８２ー５９０６ 
7６３－２１２２ 
 
7６５－８６０６ 
7６３－５８１８ 
 

7６５－８６０７ 

本庁舎５階 
東上坂町981 
 

本庁舎５階 
 
 
本庁舎５階 
 
北部振興局１階 
長浜図書館内 
 
本庁舎５階 
長浜学校給食センター内 
 

本庁舎５階 

教育委員会の運営、学校・園の施設管理など 
文化財の調査・指定・保護など 
 

教育改革の企画・総合調整など 
 
 
学校経営、教育課程、生徒指導、特別支援教育、 
教育センター、青少年センターなど 
北部振興局区域内の生徒指導、教育課程、特別支援など 
市立図書館の統括など 
 
学校事務、就学援助、学校保健体育、学校給食など 
学校給食センターの統括など 
 
幼稚園・保育園・認定こども園の運営、 
就学前教育の指導など 

地方創生をはじめとする重要政策を迅速かつ総合的に推進
し、市民協働による地域づくりを強力に進めます。また、不
祥事を根絶するための内部統制を定着させ、市全体として効
果的かつ効率的な行政運営を目指して、企画部を総合政策部
と市民協働部に改めるなど、組織機構を次のとおり改正しま
した。
｠
１　総務部の一部改組
不祥事を根絶し、市民の信頼回復に向けての不断の取組を

進めるため、「内部統制の整備および運用」を総務部総務課
の事務として責任を明確にし、市を挙げて取り組む体制を整
備します。また、市有財産の利活用推進や本庁舎跡地等の整
備体制を強化します。
＜総務部に新たに配置する室＞
○財産活用室 （総務課財産管理室を改組）

２　総合政策部の設置
市民との対話を重視しつつ、地方創生をはじめとする重要

政策を迅速かつ総合的に推進するとともに、市の経営資源、
特に情報を最大限活用し、質の高いサービスの提供を推進す
るため、総合政策部を設置しました。
＜総合政策部に配置する課、課内室＞
○総合政策課 (企画部企画政策課を改組)
○地方創生室 (総合政策課内に設置)
○市民広報課 (市民広報室を改組)
○情報政策課 (企画部から移管)
○行政経営改革課 (総務部行政経営改革室を改組)

３　市民協働部の設置
本市の誇れる豊かな歴史・文化資源を生かした地域づくり

と、スポーツ振興および人権が尊重される地域づくりを市民
協働によって強力に進めるため、市民協働部を設置しました。
また、市民協働部が支所を所管（高月・余呉・西浅井支所

は北部振興局）するとともに、歴史文化を生かした地域づく
りを推進するため、教育委員会の歴史文化推進室を文化スポ
ーツ課内に配置しました。
＜市民協働部に配置する課、課内室＞
○市民協働推進課 (企画部から移管)
○生涯学習課 (企画部生涯学習・文化スポーツ課を改組)
○文化スポーツ課 (企画部生涯学習・文化スポーツ課を改組)
○歴史文化推進室 (教育委員会の補助執行)
○人権施策推進課 (総務部から移管)

４月から市役所の組織機構が
一部変わりました

■問行政経営改革課（7６５－６７０２）
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昨
年
５
月
に
策
定
し
た
「
長
浜
市
役
所

本
庁
跡
地
等
利
活
用
基
本
方
針
」
を
も
と

に
、
学
識
経
験
者
や
関
係
団
体
、
公
募
市

民
の
意
見
を
踏
ま
え
、
本
庁
跡
地
等
の
整

備
基
本
方
針
や
今
後
の
事
業
展
開
な
ど
を

示
し
た
基
本
構
想
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

基
本
方
針
で
示
し
た
「
中
央
図
書
館
」

「
公
民
館
」「
市
民
活
動
支
援
」「
産
業
支
援
」

「
共
結

き
ょ
う
ゆ
う

ス
ペ
ー
ス
」「
駐
車
場
」
の
６
つ
の

機
能
に
加
え
、
本
市
の
地
域
福
祉
推
進
の

中
心
的
担
い
手
で
あ
る
市
社
会
福
祉
協
議

会
と
連
携
・
協
働
し
た
「
地
域
福
祉
支
援

機
能
」
を
備
え
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
能
力
な
ど
を
生
か
し
、

市
民
活
動
支
援
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ

ス
な
ど
の
産
業
支
援
機
能
と
の
連
携
、
機

能
充
実
を
図
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

担
当
窓
口
ま
で
。

■
整
備
基
本
方
針

●
土
地
利
用

（
整
備
区
域
）

本
庁
跡
地
、
長
浜
公
民
館
、
長
浜
商
工

会
議
所
お
よ
び
市
消
防
団
長
浜
西
方
面
隊

第
１
分
団
車
庫
・
屯
所
と
し
て
利
用
し
て

い
る
市
有
地
と
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
の

敷
地
を
合
わ
せ
た
約
1.3
ha
で
す
。

（
施
設
配
置
）

道
路
で
分
断
さ
れ
た
敷
地
の
一
体
性
を

配
慮
し
、
施
設
配
置
は
、
ま
ち
な
か
へ
の

連
続
性
を
持
た
せ
、
周
辺
の
景
観
に
配
慮

し
た
デ
ザ
イ
ン
と
し
ま
す
。
ま
た
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
き
た
桜
の
景
観

維
持
に
も
努
め
ま
す
。

（
周
辺
道
路
環
境
整
備
）

道
路
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
は
、
車
と
自
転

車
、
歩
行
者
の
動
線
が
で
き
る
限
り
交
錯

し
な
い
よ
う
安
全
性
を
考
慮
し
ま
す
。
ま

た
、
周
辺
道
路
の
安
全
性
向
上
の
た
め
の

改
良
を
検
討
し
ま
す
。

●
機
能
配
置

各
機
能
の
連
携
を
高
め
、
複
合
施
設
の

メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
ま
す
。
開
館
状
況
等

が
類
似
す
る
施
設
を
集
約
す
る
こ
と
で
館

内
の
賑
わ
い
を
維
持
し
、
効
率
の
よ
い
施

設
管
理
を
検
討
し
ま
す
。

●
今
後
の
事
業
展
開

・
民
間
活
力
の
導
入
可
能
性
等
の
専
門
的

な
調
査
、
管
理
運
営
手
法
や
施
設
形
態

等
の
検
討
を
行
い
、
最
適
な
事
業
手
法

の
導
入
を
め
ざ
し
て
事
業
計
画
の
策
定

に
取
り
組
み
ま
す
。

・
旧
本
庁
舎
の
解
体
後
、
事
業
が
着
手
さ

れ
る
ま
で
の
期
間
は
、
イ
ベ
ン
ト
等
の

臨
時
駐
車
場
お
よ
び
市
職
員
駐
車
場
と

し
て
暫
定
的
に
利
用
し
ま
す
。

・
第
１
分
団
車
庫
・
屯
所
は
、
市
消
防
団

と
調
整
を
図
り
な
が
ら
適
地
へ
移
転
し

ま
す
。
整
備
区
域
内
の
既
存
施
設
は
新

施
設
建
設
後
に
解
体
し
、
敷
地
を
一
体

的
に
活
用
し
ま
す
。
ま
た
、
中
央
図
書

館
の
完
成
に
よ
り
廃
止
と
な
る
長
浜
図

書
館
の
建
物
お
よ
び
敷
地
の
利
活
用
に

つ
い
て
は
、
今
後
検
討
を
進
め
ま
す
。

■問
財
産
活
用
室
（
7
６
５
‐
１
７
１
７
）

市
役
所
本
庁
跡
地
等
整
備
基
本
構
想
を

策
定
し
ま
し
た

■導入機能および連携イメージ

●整備スケジュール

平成27年度 平成28年度 

事業計画策定 

本庁跡地暫定利用 

基本設計 

平成29年度 平成30年度 

実施設計 建設工事 

今後の整備スケジュールは、事業計画を策定するなかで変更となる場合があります。

市
役
所
本
庁
跡
地
の
複
合
施
設
整
備
を
推
進
す
る
に
あ
た

り
、
事
業
計
画
等
に
対
し
て
関
係
者
や
市
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
お
聞
き
す
る
会
議
の
市
民
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
人
数
】

２
人
（
選
考
に
よ
り
決
定
）

【
応
募
資
格
】
次
の
全
て
を
満
た
す
人

①
満
18
歳
以
上
で
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人
（
４
月
１
日

現
在
）

②
国
・
地
方
公
共
団
体
の
議
員
ま
た
は
常
勤
の
公
務
員
で
な

い
人

③
平
日
の
日
中
に
開
催
す
る
会
議
に
出
席
で
き
る
人

【
募
集
期
間
】

４
月
１
日
（
水
）
〜
16
日
（
木
）
※
当
日
消
印
有
効

【
応
募
方
法
】

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
ま
た
は

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
左
記
ま
で
。

※
応
募
用
紙
は
左
記
窓
口
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
応
募
先

財
産
活
用
室
〈
東
館
４
階
〉

〒
５
２
６
‐
８
５
０
１
　
八
幡
東
町
６
３
２

5
６
３
‐
４
１
１
１

kan
zai@

city.n
agah

am
a.lg.jp

投
票
時
間
　
７
時
〜
20
時

（
一
部
時
間
を
繰
り
上
げ
る
投
票
所
も
あ
り
ま
す
）

※
入
場
整
理
券
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
投
票
所
を
確
認
し
、
間

違
い
の
な
い
よ
う
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
投
票
で
き
る
人
】

次
の
要
件
に
該
当
し
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

●
年
齢
要
件：

平
成
７
年
４
月
13
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

●
住
所
要
件：

平
成
27
年
１
月
２
日
以
前
に
転
入
届
を
し
、

引
き
続
き
３
か
月
以
上
市
内
に
住
ん
で
い
る
人

※
転
入
後
３
か
月
未
満
の
人
な
ど
は
、
長
浜
市
の
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
前
住
所
地
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

※
県
内
の
他
市
町
に
転
出
し
た
人
は
、
引
き
続
き
県
内
に
住

所
を
有
し
て
い
る
証
明
書
が
必
要
で
す
。

※
県
外
へ
転
出
し
た
人
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

当
日
投
票
に
行
け
な
い
人
は
、

期
日
前
投
票
を
し
ま
し
ょ
う

【
期
　
間
】
４
月
４
日
（
土
）
〜
11
日
（
土
）

【
時
　
間
】
本
庁
・
北
部
振
興
局
　
８
時
30
分
〜
20
時

各
支
所
　
８
時
30
分
〜
18
時

■
入
場
整
理
券
の
裏
面
に
「
期
日
前
投
票
宣

誓
書
」
を
印
刷
し
て
い
ま
す
。
期
日
前
投

票
を
す
る
際
に
は
、
記
入
し
て
お
持
ち
い

た
だ
く
と
手
続
き
が
早
く
済
み
ま
す
。

公
正
か
つ
透
明
性
の
高
い
行
政
運
営
を
行
い
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
権
利
や
利
益
を
守
る
た
め
、
市
行
政
手
続
条
例
を
改

正
し
、
４
月
１
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

主
な
改
正
点
　

①
市
が
行
政
指
導(

※)

を
す
る
と
き
に
、
許
認
可
等
の
処
分

が
で
き
る
こ
と
を
示
す
場
合
は
、
根
拠
と
な
る
法
令
等
を

明
示
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

※
行
政
指
導
と
は
、
行
政
機
関
が
そ
の
任
務
や
事
務
の
範
囲

内
で
、
行
政
目
的
を
実
現
す
る
た
め
協
力
を
求
め
る
行
為

の
こ
と
で
す
。

②
市
か
ら
法
令
違
反
行
為
を
是
正
す
る
行
政
指
導
を
受
け
た

場
合
に
、
行
政
指
導
の
中
止
や
必
要
な
措
置
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

③
法
令
違
反
を
発
見
し
た
場
合
に
、
市
に
処
分
や
行
政
指
導

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

※
②
③
に
つ
い
て
は
、
法
律
や
条
例
に
処
分
や
行
政
指
導

（
指
導
、
勧
告
、
助
言
な
ど
）
が
で
き
る
旨
の
規
定
が
あ

り
、
市
が
権
限
を
持
つ
も
の
に
限
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
担
当
課
ま
で
。

本
庁
跡
地
複
合
施
設
検
討
会
議
の

市
民
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
ま
す

行
政
手
続
法
の
改
正
に
伴
い

市
行
政
手
続
条
例
を
改
正

■問
選
挙
管
理
委
員
会
（
7
６
５
‐
６
５
０
３
）

■問
財
産
活
用
室
（
7
６
５
‐
１
７
１
７
）

■問
総
務
課(

7
６
５
‐
６
５
０
３)

４
月
12
日（
日
）は
、
県
議
会
議
員

一
般
選
挙
の
投
票
日
で
す

Eメール 
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市立病院の職員を募集します

昭和50年４月２日以降に生まれ、保健師助産
師看護師法(昭和23年法律第203号)による看護師
の免許を有する人(平成28年７月末日までに免許
を取得できる見込みの人を含む)で、市内または
近接地に居住でき、夜間等の緊急呼び出しに容
易に応じられ、交替勤務のできる人

第１回試験　８月22日(土)

第２回試験　８月29日(土)

第３回試験　９月５日(土)

※いずれも受付９時30分～

看護師

助産師

職　種 受験資格 試験日採用予定人員

30人

●市立長浜病院〈採用日：平成28年４月１日〉

【申込受付期限】８月14日（金）当日消印有効
【試験会場】市立長浜病院
受験申込書は担当課にあります。また、病院ホームページからダウン

ロードすることもできます。
受験申込書を郵送で請求する場合は、封筒の表に「看護職受験申込書

請求」と朱書きし、返信用封筒（120円切手を貼付して宛先・郵便番号
明記）を同封して、右記まで送付してください。

問合せ・申込先
長浜市病院事業職員選考委員会
〈市立長浜病院事務局総務課内〉
〒526-8580 大戌亥町313
（7６８－２３２４〈直通〉）

昭和59年６月２日以降に生まれ、臨床検査技
師法(昭和33年法律第76号)による臨床検査技師
有資格者または平成27年７月末日までに同資格
取得見込みの人で、市内または近接地に居住でき、
夜間等の緊急呼び出しに容易に応じられる人

５月16日(土)

※受付８時45分～
臨床検査技師

職　種 受験資格 試験日採用予定人員

１人

●長浜市立湖北病院〈採用日：平成27年６月１日〉

【申込受付期限】５月８日（金）※当日消印有効
【試験会場】長浜市立湖北病院　
受験申込書は担当課にあります。また、病院ホームページからダ

ウンロードすることもできます。
受験申込書を郵送で請求する場合は、封筒の表に「臨床検査技師

職受験申込書請求」と朱書きし、返信用封筒（120円切手を貼付し
て宛先・郵便番号明記）を同封して、右記まで送付してください。

問合せ・申込先
長浜市病院事業職員選考委員会
〈長浜市立湖北病院事務局管理課内〉
〒526-0493 木之本町黒田1221
（7８２－６１４３〈直通〉）

「第３次長浜市行政改革大綱アクションプラン」(原案)への
意見を募集します ■問行政経営改革課（7６５－６７０２）

コストの縮減と行政サービスの向上を同時に図るこ

とにより、質の高い行政サービスの提供を目指す行政

改革の基本的な考え方と推進方策を定めた「第３次長

浜市行政改革大綱」を策定しました。

同大綱の目標を達成するための取組内容や年度ごと

の目標等を定めた「同大綱アクションプラン」(原案)

をとりまとめましたので、皆さんからの意見を募集し

ます。

【募集期間】４月20日(月)まで
【閲覧場所】担当課、市政情報コーナー、市ホームページ

【提出方法】任意の様式に①住所②氏名③電話番号を
明記し、直接または郵送(消印有効)、Ｆ

ＡＸ、メールのいずれかで下記まで。

※詳細は、次のＱＲコードから検索できます。

提出先
行政経営改革課〈西館４階〉

〒526-8501 八幡東町632 5６５－４００６

gyoukaku@city.nagahama.lg.jpEメール 

「
子
育
て
す
る
な
ら
長
浜
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク

と
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
が
決
定
し
ま
し
た
。

応
募
総
数
ロ
ゴ
マ
ー
ク
１
０
９
通
、
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
４
６
１

通
の
中
か
ら
、
選
考
委
員
会
で
の
審
査
を
経
て
次
の
と
お
り
決
定

し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
に
も
広
く
お
使
い
い
た
だ
き
、
市
を
あ
げ
て
子
育
て
応

援
の
ま
ち
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
使
用
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、

担
当
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
最
優
秀
賞
】

◆
ロ
ゴ
マ
ー
ク

考
案
者
　
塩
}

榮
一
さ
ん
（
大
阪
市
）

コ
ン
セ
プ
ト

「
長
浜
市
の
『
長
』
を
モ
チ
ー
フ
に
、

の
び
の
び
イ
キ
イ
キ
元
気
な
子
ど
も
…

そ
れ
を
見
つ
め
る
や
さ
し
い
眼
差
し
を

表
現
」

◆
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
『
長
浜
が
ま
る
ご
と
子
育
て
応
援
隊
！
』

考
案
者
　
小
田
中
準
一
さ
ん
（
千
葉
県
市
川
市
）

コ
ン
セ
プ
ト

「
ま
ち
ぐ
る
み
で
子
育
て
支
援
に
取
り
組
む
長
浜
。
行
政
や
住
民

共
々
、
み
ん
な
が
子
育
て
応
援
隊
員
な
の
で
す
」

【
審
査
員
特
別
賞
】

◆
ロ
ゴ
マ
ー
ク
　
　
　
前
田
昌
克
さ
ん
（
大
阪
市
）

◆
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
　
石
畝
秀
高
さ
ん
（
高
島
市
）

市
内
で
使
え
る
「
お
買
い
物
券
」
を
発
売
し
ま
す

「
子
育
て
応
援
の
ま
ち
長
浜
」
を
Ｐ
Ｒ

ロ
ゴ
＆
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
が
決
定

■問
商
工
振
興
課
（
7
６
５
‐
８
７
６
６
）、
子
育
て
支
援
課
（
7
６
５
‐
６
５
１
４
）

■問
子
育
て
支
援
課
（
7
６
５
‐
６
５
１
４
）

市
内
に
お
け
る
消
費
喚
起
や
地
域
経
済
の
活
性
化
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
生
活
支
援
を
図
る
た
め
、
国
の
交
付
金
を

活
用
し
た
市
内
限
定
の
商
品
券
を
発
行
し
ま
す
。

２
千
円
分
お
得
な

プ
レ
ミ
ア
ム
お
買
い
物
券
を
発
売

１
万
円
で
１
万
２
千
円
分
の
買
物
が
で
き
る
「
プ
レ
ミ

ア
ム
お
買
い
物
券
」
が
、
長
浜
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
協
議

会
か
ら
発
売
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
４
月
中
旬
頃
の
新
聞
折
込
み
チ
ラ
シ
や
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

【
発
売
日
】
４
月
25
日(

土)

、
26
日(

日)

【
販
売
場
所
】
長
浜
商
工
会
議
所
、
市
内
各
商
工
会
、
大
型

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
市
内
13
か

所
程
度
を
予
定

【
内
　
　
容
】
１
万
円
で
１
万
２
千
円
分
の
買
物
が
で
き

る
「
お
買
い
物
券
」

【
販
売
総
数
】
４
万
冊
（
購
入
は
１
人
２
冊
ま
で
）

【
利
用
可
能
店
舗
】

「
プ
レ
ミ
ア
ム
お
買
い
物
券
取
扱
加
盟
店
」
の
ス
テ
ッ
カ

ー
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
市
内
の
店
舗

【
利
用
期
間
】
４
月
25
日
（
土
）
〜
８
月
31
日
（
月
）

子
育
て
家
庭
を
支
援

子
育
て
応
援
券
を
同
時
交
付

「
子
育
て
応
援
券
」
付
き
、「
プ
レ
ミ
ア
ム
お
買
い
物

券
」
を
発
売
し
ま
す
。（
１
世
帯
１
冊
）

対
象
世
帯
に
は
、
４
月
中
旬
に
「
引
換
券
」
を
郵
送
し

ま
す
の
で
、
左
記
で
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。「
プ
レ
ミ

ア
ム
お
買
い
物
券
」
と
は
販
売
場
所
が
異
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
交
付
対
象
と
な
る
お
子
さ
ん
】（
①
②
と
も
に
該
当
す
る
人
）

①
平
成
８
年
４
月
２
日
〜
平
成
27
年
１
月
１
日
に
生
ま
れ

た
人

②
平
成
27
年
１
月
１
日
現
在
、
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
人

【
引
換
日
時
】

４
月
23
日
（
木
）
〜
26
日
（
日
）
９
時
〜
17
時

【
販
売
場
所
】
本
庁
舎
（
１
階
多
目
的
ル
ー
ム
）

※
土
日
は
西
口
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

北
部
振
興
局
（
２
階
会
議
室
）

※
２
か
所
の
み
で
す
。

【
必
要
な
物
】
１
万
円
と
郵
送
さ
れ
る
「
引
換
券
」

【
内
　
　
容
】
１
万
２
千
円
の
お
買
い
物
券
と
子
育
て
応
援
券

・
子
ど
も
１
人
に
つ
き
２
千
円

・
３
人
目
か
ら
は
１
人
に
つ
き
４
千
円

【
使
え
る
店
舗
と
期
間
】

「
プ
レ
ミ
ア
ム
お
買
い
物
券
」
と
同
じ

【
そ
の
他
】

①
引
換
券
の
再
発
行
や
他
人
へ
の
譲
渡
、
転
売
は
で
き
ま

せ
ん
。

②
詳
し
く
は
、
郵
送
さ
れ
る
「
引
換
券
」
に
同
封
さ
れ
て

い
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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ゴールドプランながはま21(第６期)を
策定しました ■問高齢福祉介護課(7６５－７７８９)

基本理念 みんなで支え合い　いきいきと暮らせる　あたたかな長寿福祉のまち

この計画は、今後３年間の市の高齢者保健福祉・介護保険事業の運営指針を示すものです。高齢者の皆さんが、

住み慣れた地域で、心豊かに生きがいを持って健やかに暮らせるよう、地域の特性に応じた介護福祉サービスの充

実や、健康づくり・介護予防の推進、地域包括ケアシステムの構築を進めます。

※計画の詳細は、市政情報コーナーや市ホームページでご覧ください。

地域密着型サービス施設整備運営事業者を
募集します ■問高齢福祉介護課(7６５－７７８９)

介護が必要になっても住み慣れた地域で安心した暮

らしが続けられるよう、地域密着型サービス事業所の

整備を進めています。この度、平成27年度(一部のサ

ービスは平成27～29年度)に整備を行う事業者を募集

します。

応募手続きについては、事前に電話で担当課まで予

約のうえお越しください。

【募集期間】４月10日(金)～５月15日(金)
【受付時間】平日９時～16時30分
【窓　　口】高齢福祉介護課（東館１階）

街並み景観形成やにぎわいづくりを
応援します ■問商工振興課(7６５－８７６６)

伝統的な建築様式の建物を保存・活

用した魅力ある街並みを形成する事業

や、商店街のにぎわいを創出し、誘客

効果を高める事業に必要な経費の一部

を助成します。

補助対象事業や対象者など、詳しく

は担当課まで問合せください。

【募集期間】

４月６日(月)～20日(月)

※（ ）内：補助率・補助限度額

◆にぎわいの街づくり事業(市全域対象)
商店街のにぎわいを創出するソフト事業(１／２・100万円)

◆美しい観光地づくり推進事業(市全域対象)
歴史・水辺・緑・芸術を活かした景観づくり(１／２・200万円)

◆伝統的街並み景観形成事業(特定景観形成重点区域対象)
①商業観光推進ファサード整備事業(１／２・150万円)

②伝統的町家ファサード整備事業(１／２・200万円)

③伝統的町家再生活用等整備事業(１／２・500万円)

４月から介護保険料が変わります　基準月額 ５,８２０円
■問高齢福祉介護課(7６５－７７８９)

介護保険事業の円滑な運営を図るため、65歳以上の

人（第１号被保険者）の介護保険料は、３年に一度見

直しを行います。

平成27年度から３年間における介護保険料の基準月

額は５,８２０円（年額６９,８４０円）となりました。
具体的には、本人や世帯の市民税の課税状況・所得水

準などに応じて決まります。

高齢化の進展による介護サービス利用者の増加に伴

い、介護サービス費の伸びが見込まれることなどから

介護保険料も上昇します。このような中、負担能力に

応じた保険料段階の設定等を行うことで、上げ幅の抑

制に努めました。

納入通知書は６月中旬に発送します。「介護」を社
会全体で支えるための大切な保険料です。ご理解とご
協力をお願いします。

第６期　長浜市介護保険料（平成27年度～29年度）

前年の合計所得金額と課税年金収入額
の合計が80万円超え120万円以下の人

前年の合計所得金額と課税年金収入額
の合計が120万円超えの人

前年の合計所得金額と課税年金収入額
の合計が80万円以下の人

前年の合計所得金額と課税年金収入額
の合計が80万円超えの人

120万円未満の人

120万円以上190万円未満の人

190万円以上290万円未満の人

290万円以上390万円未満の人

390万円以上490万円未満の人

490万円以上の人

生活保護受給者等

前年の合計所得金額と課税年金収入額

の合計が80万円以下の人同じ世帯の人

が全員市民税

非課税

同じ世帯に市

民税課税者が

いる

本人の前年合

計所得金額が

本人市民税

非課税

本人市民税

課税

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

第６段階

第７段階

第８段階

第９段階

第10段階

第11段階

段　階 対　象　者 年額保険料
基準額に
対する
割合

３１,４２０円

４８,８８０円

５２,３８０円

６２,８５０円

６９,８４０円

８３,８００円

９０,７９０円

１０４,７６０円

１１８,７２０円

１３２,６９０円

１４６,６６０円

0.45

0.70

0.75

0.90

基準額

1.20

1.30

1.50

1.70

1.90

2.10

神照郷里(南郷里・北郷里・神

照地区)、びわ、虎姫、木之本

のいずれかの圏域

市全域(未整備圏域の木之本圏
域の整備を優先)

神照郷里(南郷里・北郷里・神

照地区)、浅井、びわ、高月、

余呉のいずれかの圏域

市全域

市全域

平成27年度

平成27年度

平成27～29年度

平成27～29年度

平成27～29年度

12人

以下

９人
以下

29人

以下

―

29人
以下

１

２

２

１

１

認知症対応型通所介護

認知症対応型共同生活介護
(グループホーム)

小規模多機能型居宅介護

介
　
　
護
　
　
予
　
　
防

定期巡回・随時対応型訪問介護看護

看護小規模多機能型居宅介護

募集事業(サービス) 募集数 定員 整備年度 圏域設定等
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このコーナーは、長浜の見どころ、市民の皆さんの活動の様子やまちで見かけたほっとな話題を紹介します。あなたが知って
いる旬の話題などがあれば、市民広報課（765-6504）までお知らせください。
市公式Facebookページでもさらに詳しくみることができます。

https://www.facebook.com/nagahama.hotnews

３月11日(水)
哀悼の意、そして復興への祈り　　
東日本大震災から4年。「観音文化ネットワーク会議」の呼び

かけもあり、市内の各観音堂において、追悼法要が行われまし

た。

このうち、地震発生時刻にあわせて行われた木之本町石道の

石道寺では、前日からの雪が残る中、住民らおよそ30人が集ま

りました。犠牲になられた方への哀悼の意を表し、被災地の一

日も早い復旧・復興を願い読経、焼香し手をあわせました。

３月13日(金)
わくわく絵本の世界　
市内の読み聞かせグループ「ジーバーぽこぽこ」の交流会が、

びわ高齢者福祉センターで行われました。

会員100人の「ジーバーぽこぽこ」は、主に旧長浜・浅井・

びわの小学校で活動しており、昨年10周年を迎えました。

この日は、各グループの発表が行われ、詩の朗読、早口言葉

や手遊び、輪読、巻き絵などを披露。集まった会員は、情報交

換しながら仲間同士の楽しい時間を過ごしました。

３月14日(土)
自分のペースで自転車が楽しい
春の琵琶湖畔を自転車で走る「びわ湖一周ロングライド2015」

の前日イベントとして、「びわ湖サイクルフェスタ」が豊公園で

開催されました。

最新のスポーツ自転車の試乗会やウエアの販売、飲食・観光

ブースが並んだほか、自転車ルールが学べる「自転車シミュレ

ーター」体験コーナーも。来場者は、「バイクと違い自分の力で

進むところが楽しい」と自転車の魅力を話しました。

３月14日(土)
これで私もデザイナー
伝わる情報発信講座「チラシデザイン編」が、六荘公民館で

行われ、同時にインターネットでも生中継されました。

これは、インターネット放送局「STUDIOこほく」と長浜市

が協働で開催したものです。まずは、ターゲットを明確にする

こと、そしてターゲットにあわせたレイアウトやフォント、色

使いなど、ワードで魅力的なPRチラシを作成するためのデザイ

ン手法について、デザイナーから学びました。

「長浜　ほっとにゅーす」 検索
G

17 広報ながはま　2015年４月

団体名

活動場所

活動日時

活動PR

皆さん、ご存知ですか。ヨガには脂肪

燃焼とシェイプアップ効果、リラックス

など様々な効果があります。

ゆっくりとヨガのポーズをとること

で、身体と呼吸を通して内なる自分と向

き合い、より自分らしい人生を見つけら

れ、イキイキとした生活につながります。

とても不思議ですが、たくさんの魅力

を持ったヨガ。いつまでも心身ともに健

康でありたいと願う方々が、老若男女を

問わず集まっています。

興味のある人は、ぜひご連絡ください。

このコーナーでは、市内で活動している団体・サークルを紹介します。
広報紙でＰＲして活動の輪を広げ、仲間を増やしてみませんか。掲載希
望は市民広報課まで（7６５－６５０４）。
※営利や宗教・政治・選挙を目的とするもの、限られた地区の住民が参
加する活動や団体などは掲載できません。

プラーナ ヨガ
〈代表〉小森 康子さん

連絡先：二矢愛子さん(7090－3724－2804)

公立木之本公民館　伝統文化芸能　　　　
保存活動センター(木之本町木之本)

毎週金曜日　20時～21時

３月15日(日)
西浅井の魅力を堪能
道の駅「塩津海道あぢかまの里」で、恒例の道の駅まつりが

開催されました。

西浅井地域振興イベント実行委員会による模擬店「にぎわい

テント村」や振る舞い千人鍋のほか、菅浦のパネル展示やガラ

ポン抽選会などお楽しみがいっぱい。野外ステージではご当地

ユニット「Can’ce0浜姫」のコンサートや地元中高生のバンド

ライブが行われ、多くの家族連れらで賑わいました。

３月15日(日)
コンサートで避難訓練　
もしも、コンサート中に地震が起きたら…。虎姫文化ホール

で、大地震が発生したことを想定し、主催者、出演者、観客、

施設管理者らの避難訓練を兼ねて行われた「スプリング・ドリ

ル・コンサート」。

コンサートでは、滋賀県警音楽隊や長浜バイオ大学吹奏学部、

ながはまシニアアンサンブル「銀の櫂」の演奏を楽しみながら、

関係者の適切な誘導で無事全員が避難しました。
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国
民
健
康
保
険
制
度
の
状
況
や
市
の
取

組
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
「
シ
リ

ー
ズ
国
保
」
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

最
新
の
医
療
費
や
疾
病
の
状
況

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
が
、

病
院
の
治
療
な
ど
で
必
要
だ
っ
た
費
用
額

を
平
成
24
〜
26
年
度
の
同
じ
期
間
の
10
か

月
と
比
較
し
て
み
ま
し
た
。
平
成
24
年
度

で
は
約
80
億
５
千
万
円
で
あ
っ
た
の
に
対

し
、
平
成
26
年
度
は
約
86
億
１
千
万
円
と

6.9
％
（
１
か
月
当
た
り
５
千
６
百
万
円
）

も
伸
び
て
い
ま
す
（
グ
ラ
フ
①
参
照
）。

こ
れ
は
、
被
保
険
者
の
高
齢
化
等
で
病

気
に
か
か
り
や
す
く
な
る
人
の
割
合
が
増

え
た
こ
と
や
、
医
療
技
術
の
高
度
化
、
生

活
習
慣
病
や
が
ん
患
者
が
増
え
て
い
る
こ

と
が
要
因
で
す
。

ま
た
、
グ
ラ
フ
②
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、

高
血
圧
や
狭
心
症
、
脳
梗
塞
な
ど
循
環
器

系
の
疾
病
、
歯
周
病
や
胃
潰
瘍
、
肝
炎
な

ど
消
化
器
系
の
疾
病
、
胃
が
ん
や
大
腸
が

ん
な
ど
新
生
物
の
患
者
数
が
増
加
し
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
疾
病
は
、
平
成
26
年
12
月

診
療
分
に
お
い
て
医
療
費
全
体
の
半
分
を

占
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
疾
病
は
生
活
習
慣
を
見
直
し

た
り
、
健
診(

検
診)

を
受
け
た
り
す
る
こ
と

で
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
可
能
で
あ
る
た
め
、

自
身
の
生
活
習
慣
を
振
り
返
り
、
年
に
１

度
は
健
診(

検
診)

を
受
け
る
こ
と
が
、
医
療

費
上
昇
の
抑
制
に
つ
な
が
り
ま
す
。

国
保
の
運
営
は
大
丈
夫
？

医
療
費
を
支
払
う
た
め
の
財
源
と
し
て

大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
る
の
が
保
険
料

で
す
。
医
療
費
が
伸
び
る
中
、
景
気
低
迷

や
消
費
税
増
税
等
に
よ
る
生
活
へ
の
影
響

も
考
慮
し
、
過
去
５
年
間
に
わ
た
り
保
険

料
率
を
据
え
置
い
た
た
め
、
赤
字
が
見
込

ま
れ
、
国
保
財
政
調
整
基
金
（
国
保
の
預

金
）
の
取
崩
し
が
必
要
な
状
況
で
す
。
こ

の
基
金
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
流
行

性
の
疾
病
に
よ
る
突
発
的
な
医
療
費
の
支

払
い
に
対
応
す
る
た
め
の
も
の
で
、
基
金

が
底
を
つ
く
と
、
国
保
運
営
は
立
ち
行
か

な
く
な
り
ま
す
。

財
源
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
保
険
給

付
に
見
合
っ
た
保
険
料
収
入
が
必
要
と
な

り
、
こ
れ
ま
で
据
え
置
い
て
き
た
保
険
料

率
を
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に

な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
の
保
険
料
は

保
険
料
額
は
、
医
療
費
等
の
総
額
を
推

計
し
、
そ
の
総
額
か
ら
加
入
者
の
皆
さ
ん

が
病
院
等
へ
支
払
う
一
部
負
担
金
と
、
国

や
県
の
補
助
金
等
を
差
し
引
い
て
計
算
し

ま
す
。
今
年
度
の
保
険
料
率
に
つ
い
て
は
、

６
月
１
日
号
で
詳
し
く
お
伝
え
し
ま
す
。

お
互
い
を
支
え
合
う
国
民
健
康
保
険
制

度
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
運
営
の

健
全
化
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問
保
険
医
療
課
（
7
６
５-

６
５
１
２
）

シ
リ
ー
ズ
国
保

「
深
刻
！
　
医
療
費
が
伸
び
続
け
て
い
ま
す
」

グラフ①

グラフ②
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新生物 

消化器系の疾病 

循環器系の疾病 

平
成
27
年
度
の
国
民
健
康
保
険
証
を
簡
易
書
留
郵
便
で
３

月
中
に
送
付
し
ま
し
た
。
留
守
等
で
受
け
取
れ
な
か
っ
た
人

は
、
保
険
医
療
課
ま
た
は
北
部
振
興
局
福
祉
生
活
課
・
各
支

所
ま
で
問
合
せ
の
う
え
お
越

し
く
だ
さ
い
。

【
持
ち
物
】

①
平
成
26
年
度
の
保
険
証

②
来
庁
者
の
本
人
確
認
が
で

き
る
も
の
（
免
許
証
、
パ

ス
ポ
ー
ト
な
ど
）

※
別
世
帯
の
人
が
受
け
取
る

場
合
は
、
世
帯
主
の
委
任

状
と
②
が
必
要
で
す

こ
ん
な
と
き
は
14
日
以
内
に
届
出
を

●
国
民
健
康
保
険
の
喪
失
届
出

・
勤
務
先
の
健
康
保
険
等
に
加
入
し
た
と
き

・
被
扶
養
者
の
認
定
を
受
け
た
と
き

●
国
民
健
康
保
険
の
加
入
届
出

・
勤
務
先
の
健
康
保
険
等
の
資
格
を
喪
失
し
た
と
き

・
被
扶
養
者
の
認
定
を
外
れ
た
と
き

※
以
前
の
保
険
の
資
格
を
喪
失
し
た
日
か
ら
国
民
健
康
保
険

加
入
と
な
り
ま
す
。

※
自
動
で
は
切
り
替
わ
り
ま
せ
ん
。

疾
病
の
早
期
発
見
お
よ
び
健
康
の
保
持
増
進
を
図
る
た

め
、
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
人
に
、
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

【
対
　
象
】

次
の
①
か
ら
④
す
べ
て
に
あ
て
は
ま
る
人

①
長
浜
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者

②
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
40
歳
以
上
で
、
受
診
日
時
点
で

75
歳
未
満
の
人

③
国
民
健
康
保
険
料
お
よ
び
市
税
に
滞
納
が
な
い
世
帯
の
人

④
市
の
保
健
指
導
を
受
け
る
こ
と
に
同
意
す
る
人

【
助
成
内
容
】

人
間
ド
ッ
ク
（
日
帰
り
・
１
泊
・
脳
ド
ッ
ク
）、
同
時
に

実
施
の
オ
プ
シ
ョ
ン
検
診

【
助
成
額
】

受
診
費
用
の
２
分
の
１
（
１
０
０
円
未
満
切
捨
て
）
上
限

２
万
円
、
宿
泊
を
伴
う
場
合
は
上
限
２
万
５
千
円

【
対
象
受
診
機
関
】

市
立
長
浜
病
院
、
市
立
湖
北
病
院
、
長
浜
赤
十
字
病
院
、

彦
根
中
央
病
院
、
友
仁
山
崎
病
院
、
Ｋ
Ｋ
Ｃ
ウ
エ
ル
ネ
ス
ひ

こ
ね
健
診
ク
リ
ニ
ッ
ク

【
手
続
方
法
】

国
民
健
康
保
険
証
を
持
っ
て
、
保
険
医
療
課
ま
た
は
北
部

振
興
局
福
祉
生
活
課
・
各
支
所
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
必
ず
受
診
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
受
診
後
の
申
請
は

受
付
で
き
ま
せ
ん
。

※
申
請
に
は
本
人
の
署
名
が
必
要
で
す
。

【
受
付
期
間
】

６
月
30
日
（
火
）
ま
で

※
予
算
の
都
合
上
、
早
め
に
受
付
を
終
了
す
る
場
合
あ
り
。

平
成
27
年
度
国
民
年
金
保
険
料
は

月
額
１
５，

５
９
０
円
で
す

国
民
年
金
の
４
月
か
ら
の
保
険
料
額
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

●
口
座
振
替
の
早
割
制
度
（
当
月
末
振
替
）

毎
月
の
保
険
料
を
当
月
末
振
替
に
す
る
と
、
月
々
50
円
お

得
で
す
。

【
手
続
窓
口
】
保
険
医
療
課
、
北
部
振
興
局
福
祉
生
活
課
、

各
支
所
、
彦
根
年
金
事
務
所
、
口
座
振
替
を

希
望
す
る
金
融
機
関
・
郵
便
局

●
納
付
書
前
納

平
成
27
年
度
の
保
険
料
を
納
付
書
で
一
年
分
ま
と
め
て
納

付
す
る
と
、
３，

３
２
０
円
の
割
引
と
な
り
大
変
お
得
で
す
。

納
付
期
限
は
４
月
30
日
（
木
）
で
す
。
納
付
書
は
４
月
上
旬

に
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

※
口
座
振
替
ま
た
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
、
平
成
27

年
４
月
分
か
ら
の
各
種
前
納
受
付
け
は
、
２
月
末
で
終
了

し
て
い
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度
に
つ
い
て

学
生
で
本
人
の
前
年
度
所
得
が
一
定
以
下
の
場
合
、
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
の
は
、
大
学
（
大
学
院
）、
短
大
、
高
等
学

校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校
等
に
在
籍
し

て
い
る
20
歳
以
上
の
人
で
す
。

【
持
ち
物
】
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書
、
印
鑑

【
手
続
窓
口
】
保
険
医
療
課
、
北
部
振
興
局
福
祉
生
活
課
、

各
支
所
、
彦
根
年
金
事
務
所

国
民
健
康
保
険
証
を
送
付
し
ま
し
た

彦
根
年
金
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

■問
保
険
医
療
課
（
7
６
５
―
６
５
１
２
）

北
部
振
興
局
福
祉
生
活
課
・
各
支
所

■問
保
険
医
療
課
（
7
６
５
―
６
５
１
２
）

北
部
振
興
局
福
祉
生
活
課
・
各
支
所

■問
彦
根
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

（
7
０
７
４
９
‐
２
３
‐
１
１
１
４
）

人
間
ド
ッ
ク
の
健
診
費
用
を
助
成
し
ま
す

見 本
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このコーナーでは、市立長浜病院のスタッフの紹介を兼ねて、「普段の生活での予防

法」など生活に役立つ“健康豆知識”を紹介します。

「
咳
」
に
つ
い
て

呼
吸
器
内
科
外
来
に
は
咳
を
訴
え

る
人
が
多
く
来
院
さ
れ
ま
す
。

い
つ
ま
で
続
く
か
わ
か
ら
な
い
咳

は
、
大
変
不
快
な
も
の
で
す
。

咳
は
、
痰
や
タ
バ
コ
の
煙
な
ど
、

気
道
の
中
の
異
物
を
外
に
出
す
た
め

の
は
た
ら
き
で
す
。
基
本
的
に
反
射

な
の
で
、
自
分
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で

き
ま
せ
ん
。
気
道
内
に
異
物
が
あ
れ

ば
咳
は
出
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
咳
止
め

は
、
咳
の
反
射
を
止
め
る
薬
な
の
で

根
本
的
な
解
決
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

痰
な
ど
の
分
泌
物
が
増
え
る
原
因

は
、
主
に
感
染
で
す
。
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
い
わ
ゆ
る

〟か
ぜ
〟
か
ら
細
菌

に
よ
る
肺
炎
ま
で
、
原
因
は
多
岐
に

わ
た
り
ま
す
。

感
染
源
の
微
生
物
が
排
除
さ
れ
て

も
、
気
道
の
炎
症
は
し
ば
ら
く
持
続

す
る
た
め
咳
は
続
き
ま
す
。
た
だ
し
、

原
因
微
生
物
の
排
除
が
で
き
て
い
れ

ば
、
こ
の
炎
症
は
必
ず
収
束
す
る
の

で
、
咳
も
治
り
ま
す
。
問
題
は
そ
の

期
間
で
す
。
意
外
に
長
い
で
す
が
、

咳
の
持
続
が
３
週
間
ま
で
は
「
急
性
」

と
分
類
さ
れ
ま
す
。
〟か
ぜ
〟
の
咳

は
、
ほ
と
ん
ど
こ
の
期
間
内
に
お
さ

ま
り
ま
す
。

咳
の
持
続
が
、
３
週
間
〜
８
週
間

の
も
の
を
「
遷
延
性
」
と
分
類
し
ま

す
。
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
や
百
日
咳
な

ど
の
長
引
く
咳
を
特
徴
と
す
る
疾
患

は
、
こ
の
期
間
咳
が
続
く
こ
と
が
多

い
で
す
。
た
だ
、
以
上
の
感
染
性
の

咳
は
、
時
期
が
来
れ
ば
必
ず
軽
快
し

ま
す
。
８
週
間
以
上
続
け
ば
「
慢
性
」

の
咳
で
す
。
こ
の
場
合
は
胸
部
レ
ン

ト
ゲ
ン
で
慢
性
気
道
感
染
な
ど
が
な

い
の
で
あ
れ
ば
、
喘
息
や
逆
流
性
食

道
炎
な
ど
が
原
因
で
そ
れ
ぞ
れ
治
療

法
が
あ
り
ま
す
。

数
週
間
以
上
続
く
咳
の
場
合
は
治

療
の
適
応
が
あ
り
ま
す
。
お
心
当
た

り
が
あ
る
方
は
呼
吸
器
内
科
外
来
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

■問
市
立
長
浜
病
院

（
7
６
８-

２
３
０
０〈
代
表
〉）

市立長浜病院
呼吸器内科

副医長　中川　雅登

市立病院通信 -GG-
市役所内で行われた会議について、その内容を概略で
お知らせします。詳しくは市ホームページまで。

市政の動き
(２月16日～３月15日)

会議名など 内　容

２月18日（水）
第10回長浜市歴史まちづくり協議会
担当課：都市計画課（7６５－６５６２）

２月25日（水）
第２回長浜市市民協働推進会議
担当課：市民協働推進課（7６５－８７２２）

２月26日（木）
第４回長浜市国民健康保険運営協議会
担当課：保険医療課（7６５－６５２７）

２月26日（木）
平成26・27年度第６回長浜市図書館協議会
担当課：図書館運営室〈長浜図書館〉（7６３－２１２２）

２月26日（木）
第２回長浜市子ども読書活動推進会議
担当課：図書館運営室〈長浜図書館〉（7６３－２１２２）

３月２日(月)
第７回観音文化ネットワーク会議
担当課：企画政策課（7６５－６５０５）

３月６日（金）
第５回長浜市公共施設マネジメント推進委員会
担当課：行政経営改革室（7６５－６７０２）

３月12日（木）
第２回長浜市健康づくり推進協議会
担当課：健康推進課（7６５－７７７９）

３月12日（木）
第８回長浜市高齢者保健福祉審議会
担当課：高齢福祉介護課（7６５－７７８９）

３月13日（金）
第２回長浜市男女共同参画を進める
パートナーシップ委員会
担当課：人権施策推進課（7６５－６５６０）

３月13日（金）
第２回長浜市多文化共生・国際化の
まちづくり市民会議
担当課：市民協働推進課（7６５－８７１１）

大通寺の現地見学を行いました。また、長浜市歴史的風致

維持向上計画の変更案や進捗状況、歴史的風致形成建造物

の指定について事務局から説明を受け、協議しました。

長浜市市民協働推進計画に基づき実施した今年度の取組状

況や、協働事業評価システムなどについて事務局から説明

を受け、意見交換を行いました。

平成26年度の歳入歳出決算見込み、平成27年度の事業計

画(案)および歳入歳出予算(案)について事務局から説明を

受け、質疑ののち了承しました。

図書館基本計画について、事務局から経過報告を受け、意
見交換を行い了承しました。また、平成26・27年度の図
書館事業について事務局から説明を受け、意見交換を行い
了承しました。

読み聞かせに関するアンケートの実施結果について事務局

から報告を受けました。また、平成26年度の取組状況につ

いて事務局から説明を受け、意見交換を行いました。

昨年開催した東京観音展に出陳依頼した地元関係者から、
展覧会後の１年を振り返った感想を伺いました。また、平
成27年度の主な取組や観音文化の保存・伝承・発信につい
て意見交換を行いました。

長浜市公共施設等総合管理計画(案)について事務局から説

明を受け、協議の結果、原案どおり承認しました。

健康づくりに関するキャッチフレーズ(案)について事務局
から説明を受け、質疑ののち一部修正を加え承認しました。
また、「健康ながはま21」計画(第３期)の実施状況につい
て報告を受け、承認しました。

「第６期ゴールドプランながはま21」(高齢者保健福祉計
画・介護保険事業計画)の策定に向け、パブリックコメント
の結果を踏まえた最終案や介護保険料などについて事務局
から説明を受け、意見交換を行いました。

「長浜市男女共同参画行動計画」の進捗管理や平成27年度

の主な取組について事務局から説明を受け、意見交換を行

い了承しました。

外国人市民への情報提供ガイドライン(案)について事務局から説
明を受け、承認しました。また、「長浜市多文化共生まちづくり
指針行動計画」の進捗状況や、外国人市民満足度調査の実施およ
び企業アンケートの結果などについて、意見交換を行いました。

市
民
自
ら
が
、
主
体
的
に
取
り
組
む
身
近
な
ス
ポ
ー

ツ
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
、
す
べ
て
の
市
民
が
様
々
な

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
笑
顔
で
明
る
く
健
康
な
生
活
を

送
り
、
活
気
の
あ
る
ま
ち
長
浜
の
実
現
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。

こ
の
た
び
、
び
わ
こ
成
蹊
ス
ポ
ー
ツ
大
学
と
の
間
で
、

包
括
的
な
連
携
の
も
と
、
様
々
な
分
野
で
協
力
し
あ
い
、

地
域
社
会
の
発
展
と
人
材
育
成
に
役
立
て
よ
う
と
、
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

◆
協
力
・
連
携
す
る
主
な
事
業

・
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
振
興
に
関
す
る
事
業

・
市
民
の
健
康
増
進
に
関
す
る
事
業

・
幼
児
、
児
童
お
よ
び
青
少
年
の
育
成
に
関
す
る
事
業

・
地
域
振
興
に
資
す
る
事
業

今
回
の
協
定
締
結

に
よ
り
、
各
種
研
修

会
へ
の
講
師
派
遣
や

市
内
小
学
生
の
体

力
、
運
動
能
力
向
上

に
関
す
る
事
業
支

援
、
市
内
の
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
へ
の
学

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

協
力
な
ど
、
活
発
な

交
流
を
行
っ
て
い
く

予
定
で
す
。

４
月
の

長
浜
市
民
献
血
デ
ー

毎
月
第
２
土
曜
日
と
第
３
木
曜

日
は
市
内
に
献
血
バ
ス
が
定
期
配

車
さ
れ
ま
す
の
で
、
献
血
へ
の
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
４
月
11
日
（
土
）

西
友
長
浜
楽
市
駐
車
場

②
４
月
16
日
（
木
）

イ
オ
ン
長
浜
店
駐
車
場

※
①
②
と
も
受
付
時
間
は

10
時
〜
12
時
、

13
時
〜
15
時
30
分

４
０
０
mL
献
血
を
お
願
い
し
ま
す

※
献
血
に
は
年
齢
・
体
重
等
基
準

が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
滋
賀
県
赤
十
字
血

液
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

（h
ttp
://sh

iga.b
c.jrc.o

r.jp
/

）

び
わ
こ
成
蹊
ス
ポ
ー
ツ
大
学
と

連
携
し
ま
す

■問
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
（
7
６
５
‐
８
７
８
７
）▲協定書を披露する藤井市長(左)と嘉田学長(市役所にて)
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平
成
27
年
度
固
定
資
産
税
の
見
直
し

今
年
は
、
固
定
資
産
（
土
地
・
家
屋
）

の
評
価
替
え
の
年
で
す
。

評
価
替
え
と
は
、
３
年
に
一
度
、
資
産

価
格
の
変
動
に
対
応
し
、
評
価
額
を
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
適
正
な
価
格
に
見
直
す
作

業
の
こ
と
で
す
。

見
直
し
た
評
価
額
を
も
と
に
固
定
資
産

税
（
都
市
計
画
税
を
含
む
）
を
算
定
し
、

５
月
に
納
税
通
知
書
と
課
税
明
細
書
を
送

付
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
担
当
課
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
固
定
資
産
税
と
は

土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
（
業
務
用
の

機
械
・
備
品
な
ど
）
を
固
定
資
産
と
い
い

ま
す
。「
固
定
資
産
税
」
は
、
毎
年
１
月
１

日
現
在
の
固
定
資
産
の
所
有
者
に
か
か
る

税
金
で
す
。
市
税
収
入
の
お
お
よ
そ
半
分

（
約
80
億
円
）
を
占
め
る
大
切
な
財
源
と
な

っ
て
い
ま
す
。

◆
土
地
の
評
価
替
え

土
地
の
評
価
替
え
で
は
、
宅
地
な
ど
の

評
価
額
を
見
直
し
ま
し
た
。
例
え
ば
宅
地

に
つ
い
て
は
、
区
域
ご
と
の
標
準
宅
地
に

お
い
て
不
動
産
鑑
定
を
行
い
、
評
価
額
算

定
の
基
礎
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
評
価
替
え
で
は
、
よ
り
適
正
な

土
地
の
評
価
を
行
う
た
め
に
、
新
た
に
次

の
２
点
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。

①
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
へ
の
減
額
補
正

区
域
に
指
定
さ
れ
た
土
地
の
評
価
額
を

減
額
す
る
も
の
で
す
。
主
に
山
際
の
宅
地

が
対
象
に
な
り
ま
す
。

②
建
築
基
準
法
上
の
道
路
に
該
当
し
な
い

路
線
の
減
額
補
正

市
街
化
区
域
の
う
ち
建
築
基
準
法
上
の

道
路
に
該
当
し
な
い
路
線
は
建
築
制
限
を

受
け
る
こ
と
か
ら
、
評
価
額
単
価
を
減
額

し
ま
し
た
。

◆
家
屋
の
評
価
替
え

家
屋
の
評
価
替
え
で
は
、
そ
の
家
屋
と

同
じ
も
の
を
新
築
す
る
と
し
た
場
合
の
建

築
費
（
再
建
築
価
格
）
を
計
算
し
、
そ
の

額
に
経
過
年
数
に
応
じ
て
古
く
な
っ
た
分

の
補
正
率
を
か
け
て
減
額
し
ま
す
。

今
回
の
評
価
替
え
で
は
、
平
成
25
年
７

月
現
在
の
建
築
資
材
の
価
格
を
も
と
に
算

定
さ
れ
た
国
の
基
準
に
よ
り
、
評
価
額
の

見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

国
の
基
準
は
、
建
築
物
価
が
上
昇
傾
向

に
あ
っ
た
こ
と
が
加
味
さ
れ
、
前
回
基
準

よ
り
５
％
程
度
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
再
建
築
価
格
に
補
正
率
を
か

け
て
減
額
し
て
も
、
見
直
し
前
の
評
価
額

を
上
回
っ
た
場
合
は
そ
の
ま
ま
評
価
額
が

据
え
置
か
れ
、
評
価
額
が
下
が
ら
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

■問
税
務
課
（
7
６
５
‐
６
５
２
３
）

固
定
資
産
の
評
価
替
え
を
実
施
し
ま
す

「
固
定
資
産
評
価
額
の
縦
覧
」
と

「
路
線
価
図
・
標
準
宅
地
図
の
公
開
」

を
行
っ
て
い
ま
す

▽
固
定
資
産
評
価
額
の
縦
覧

す
べ
て
の
土
地
・
家
屋
の
評
価
額
を
公

開
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
自
身
の
土
地
・

家
屋
の
評
価
額
と
、
他
の
土
地
・
家
屋
の

評
価
額
を
比
較
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
期
　
間
】
４
月
１
日（
水
）〜
６
月
１
日（
月
）

平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

※
木
曜
日
の
み
19
時
ま
で

【
場
　
所
】
税
務
課

北
部
振
興
局
福
祉
生
活
課
・
各
支
所

▽
路
線
価
図
・
標
準
宅
地
図
の
公
開

宅
地
評
価
の
基
礎
と
な
る
標
準
宅
地
の

位
置
と
、
標
準
宅
地
の
鑑
定
評
価
額
を
も

と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
路
に
付
け
ら
れ
た

評
価
額
単
価
（
路
線
価
）
を
公
開
し
て
い

ま
す
。

い
つ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
の
で
、
担
当

課
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

５
月
７
日
（
木
）
〜
25
日
（
月
）

４
月
１
日
現
在
、
原
動
機
付
自
転
車
・

軽
自
動
車
・
二
輪
の
小
型
特
殊
自
動
車
等

の
所
有
者
と
し
て
登
録
し
て
い
る
次
の
①

ま
た
は
②
に
該
当
す
る
人
は
、
軽
自
動
車

税
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
・

療
育
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
の
い
ず
れ
か
の
交
付
を
受
け
、
そ
の

し
ょ
う
が
い
の
程
度
が
減
免
を
受
け
ら

れ
る
要
件
に
該
当
す
る
人

②
し
ょ
う
が
い
の
程
度
が
減
免
を
受
け
ら

れ
る
要
件
に
該
当
す
る
満
18
歳
未
満
の

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
人
、

ま
た
は
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
福
祉

手
帳
の
い
ず
れ
か
の
交
付
を
受
け
た
人

と
生
計
を
と
も
に
す
る
人

※
減
免
が
受
け
ら
れ
る
範
囲
に
つ
い
て
は
、

一
定
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

担
当
課
ま
で
。

●
新
規
に
軽
自
動
車
税
の
減
免
を

申
請
す
る
人
は

所
有
者
・
運
転
者
・
使
用
目
的
な
ど
の

要
件
、
必
要
書
類
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
担
当
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ま
た
適
用
は
１
人

に
つ
き
１
台
の
た
め
、
普
通
車
で
自
動
車

税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
軽
自

動
車
税
の
減
免
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

●
昨
年
軽
自
動
車
税
の
減
免
を

受
け
て
い
る
人
は

５
月
１
日
付
け
で
継
続
申
請
の
案
内
文

を
送
付
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書
が
届
い
て
も
、

減
免
の
承
認
通
知
が
届
く
ま
で
は
納
付

せ
ず
、
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

持
続
で
き
る
地
産
地
消
推
進
支
援
事

業
補
助
金

新
た
に
農
林
水
産
物
の
新
商
品
開
発
や

地
産
地
消
等
に
つ
な
が
る
販
路
拡
大
な
ど

に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
皆
さ
ん

に
、
そ
の
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

詳
し
く
は
担
当
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
ま
で
。

【
補
助
対
象
者
】

・
市
内
で
現
に
経
営
を
行
っ
て
い
る
農
林

漁
業
者
（
団
体
）

・
六
次
産
業
化
法
に
基
づ
く
認
定
事
業
計

画
に
お
い
て
促
進
事
業
者
に
位
置
付
け

ら
れ
た
人

【
補
助
対
象
事
業
】

・
農
林
水
産
物
等
を
活
用
し
た
加
工
品
の
開

発
な
ど
付
加
価
値
を
増
大
さ
せ
る
も
の

・
物
流
改
善
や
直
売
市
の
継
続
開
催
な
ど
、

農
林
水
産
物
等
の
消
費
拡
大
に
寄
与
す

る
も
の

・
市
内
の
農
林
水
産
業
お
よ
び
農
林
水
産

物
を
内
外
に
Ｐ
Ｒ
す
る
も
の

・
市
民
に
地
産
地
消
の
社
会
的
意
義
な
ど

を
普
及
啓
発
す
る
も
の

・
そ
の
他
市
内
の
地
産
地
消
お
よ
び
市
外

も
含
め
た
農
林
水
産
物
の
消
費
拡
大
に
寄

与
す
る
も
の

【
補
助
率
・
補
助
限
度
額
】

補
　
助
　
率
　
３
分
の
２

補
助
限
度
額
　
１
０
０
万
円

補
助
下
限
額
　
20
万
円

【
補
助
事
業
の
実
施
期
間
】

交
付
決
定
日
〜
平
成
28
年
３
月
31
日

【
募
集
期
間
】

４
月
20
日
（
月
）
〜
５
月
１
日
（
金
）

【
事
前
相
談
】

４
月
１
日
（
水
）
〜
５
月
１
日
（
金
）

ま
で
の
間
、
事
前
相
談
を
受
付
け
ま
す
。

ま
ず
は
電
話
で
担
当
課
ま
で
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

【
そ
の
他
】

・
事
前
相
談
や
申
請
書
提
出
は
、
各
期
間

の
平
日
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。（
郵
送
・

メ
ー
ル
で
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
）

・
５
月
に
開
催
予
定
の
審
査
会
で
交
付
対

象
者
を
決
定
し
ま
す
。

・
募
集
案
内
、
申
請
書
様
式
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■問
税
務
課
（
7
６
５
‐
６
５
０
８
）

し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
に
対
す
る

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
を
受
付
け
ま
す

■問
農
政
課
（
7
６
５
‐
６
５
２
２
）

意
欲
あ
る
農
林
漁
業
者
の
地
産
地
消
事
業
を

応
援
し
ま
す
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市長 
コラム　 
市長 
コラム　 5757ヨ

イ
サ
ヨ
イ
サ
　

世
界
へ
発
信
！
　
長
浜
曳
山
ま
つ
り

市
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
シ
ャ
ギ
リ

の
音
色
が
響
き
渡
り
、
春
の
訪
れ
を
感

じ
さ
せ
る
頃
と
な
り
ま
し
た
。

秀
吉
公
の
時
代
か
ら
脈
々
と
受
け
継

が
れ
て
き
た
「
長
浜
曳
山
ま
つ
り
」
は
、

国
指
定
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
で
あ

り
、
日
本
三
大
山
車
祭
り
の
一
つ
で
す
。

子
ど
も
役
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
若

衆
や
中
老
、
祭
り
関
係
者
の
弛
ま
ぬ
努

力
に
よ
り
、
町
衆
の
心
意
気
と
と
も
に

今
に
生
き
続
け
て
い
ま
す
。
平
成
28
年

秋
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
を

目
指
し
、
本
市
で
も
世
界
に
向
け
そ
の

魅
力
を
発
信
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

４
月
15
日
の
本
日
に
は
、
見
事
な
子
ど

も
歌
舞
伎
が
奉
納
さ
れ
る
も
の
と
、
今

か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
先
月
の
長
浜
市
議
会
第
１
回

定
例
会
で
は
、「
新
し
い
議
場
」
に
お
い

て
熱
心
な
ご
議
論
を
い
た
だ
き
、
地
方

創
生
に
関
す
る
予
算
・
事
業
を
は
じ
め
、

提
案
し
た
議
案
に
つ
い
て
承
認
・
可
決

い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
新
し
い
議
場
」
は
、
よ
り
議
会
を

身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
傍
聴

席
と
市
議
席
の
高
低
差
を
少
な
く
し
て

い
ま
す
。
ま
た
電
子
採
決
シ
ス
テ
ム
の

導
入
や
採
決
結
果
等
を
表
示
す
る
壁
面

大
型
モ
ニ
タ
ー
の
設
置
、
補
聴
シ
ス
テ

ム
の
整
備
、
車
椅
子
利
用
者
等
へ
も
配

慮
し
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
設
計
を
採
用
す

る
な
ど
、
様
々
な
工
夫
を
凝
ら
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
姉
妹
都
市
で
あ
る
イ

タ
リ
ア
・
ヴ
ェ
ロ
ー
ナ
市
産
の
大
理
石

を
議
場
正
面
壁
面
に
採
用
し
、
重
厚
感

と
清
潔
感
と
が
共
存
す
る
素
晴
ら
し
い

空
間
と
な
り
ま
し
た
。
従
来
ど
お
り
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中

継
も
行
っ
て
い
ま
す
が
、
利
用
し
や
す

く
な
っ
た
議
場
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
、

見
学
や
傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

い
よ
い
よ
新
年
度
で
す
。
心
機
一
転
、

私
自
身
も
身
を
引
き
締
め
、
自
ら
が
先

頭
に
た
っ
て
様
々
な
施
策
に
取
り
組
み
、

「
長
浜
版
・
地
方
創
生
」
を
積
極
果
敢
に

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
市
民

の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
を
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

※至誠通天
誠を尽くせば天が
味方してくれること

皆さん、こんにちは！

日本では大学に合格すると、入学式でどのように

先輩たちから歓迎されますか。

ブラジルの大学では、日本のような入学式はあり

ません。その代わり、先輩たちによる後輩たちへの

歓迎イベントが行われ、様々な遊びや競技など「い

たずら」のようなものを準備します。それはポルト

ガル語で「trote」(トロッチ)といいます。

歓迎イベントでは、新入生に絵の具を塗ったり、

安っぽい香水をかけたりします。男性の場合は、髪

の毛を切ったり、交差点などで、停まった車の運転

手さんにお金の協力をお願いしたりします。いくら

でも良いので、多くの運転手さんは協力してくれま

す。それから、キャンパスのグラウンドなどでは

様々な競技も行われます。例えば、どろの中で走っ

たり、嫁探しのようなリレ

ーをしたりします。

最近、大学では、「思い

やる歓迎イベント」を推進

しています。例えば、献血、

植樹、ボランティア活動、

老人ホーム訪問などが行わ

れます。

しかし、どんな形であっ

ても、この「トロッチ」を

受けることが新入生にとっ

て入学した証になります。

長浜市国際交流員

ソランジェ

『大学入学おめでとう！』

■問市民協働推進課（7６５－８７１１）

☆ワンポイントポルトガル語講座☆

Universidade
ウ ニ ヴ ェ ル ス ィ ダ ヂ

→ 大学
「da(ダ)」を強く発音

▲長浜曳山まつり夕渡りの１コマ

「思いやる歓迎イベント」で
資金不足の保育園訪問の様子

運
転
免
許
を
自
主
返
納
し
た
人
に
対
し
て
、
次
の
２
点
の

支
援
を
行
い
ま
す
。
バ
ス
を
利
用
い
た
だ
く
き
っ
か
け
と
し

て
、
ぜ
ひ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

【
支
援
内
容
】

①
バ
ス
普
通
回
数
券
ま
た
は
乗
合
タ
ク
シ
ー
回
数
乗
車
券

（
２
千
円
分
）
の
交
付

②
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
無
料
交
付

【
対
象
者
】

市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
有
効
期
限
を
残
し
た
運
転
免
許

の
全
部
を
警
察
署
等
へ
返
納
し
た
人

【
申
請
期
間
】

平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で

※
運
転
免
許
を
返
納
し
た
日
か
ら
６
か
月
以
内
に
、
本
人
が

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

・
免
許
証
返
納
時
に
警
察
署
等
で
交
付
さ
れ
る
運
転
免
許
取

消
通
知
書
（
写
し
）、
ま
た
は
運
転
経
歴
証
明
書
（
写
し
、

有
料
）

・
印
鑑

※
詳
し
く
は
、
担
当
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
で
。

問
合
せ
先
・
申
請
窓
口

①
バ
ス
回
数
券
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
回
数
乗
車
券
に
つ
い
て

都
市
計
画
課
〈
東
館
２
階
〉
7
６
５
‐
６
５
６
２

②
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
つ
い
て

市
民
課
〈
東
館
１
階
〉
7
６
５
‐
６
５
１
１

犬
の
ふ
ん
の
不
始
末
な
ど
の
苦
情

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
犬
を

飼
う
と
き
は
、
周
囲
に
迷
惑
が
か
か

ら
な
い
よ
う
配
慮
が
必
要
で
す
。

飼
い
主
の
み
な
さ
ん
、
次
の
ル
ー

ル
を
守
り
、
人
も
犬
も
気
持
ち
よ
く

過
ご
せ
る
ま
ち
と
な
る
よ
う
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
散
歩
を
す
る
と
き
は
引
き
綱
を
し
て
、
必
ず
ふ
ん
を
持
ち

帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

〇
屋
外
で
飼
う
と
き
は
、
鎖
で
繋
ぐ
か
柵
に
入
れ
る
な
ど
し

て
く
だ
さ
い
。

〇
飼
い
始
め
る
と
き
は
、
市
役
所
で
登
録
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

〇
年
に
一
度
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

一
級
河
川
の
草
刈
・
清
掃
を
実

施
し
た
自
治
会
（
団
体
）
に
対
し
、

報
償
金
を
交
付
し
ま
す
。

実
施
を
予
定
し
て
い
る
自
治
会

な
ど
は
、
４
月
30
日
（
木
）
ま
で

に
担
当
課
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

湖
北
広
域
行
政
事
務
セ
ン
タ
ー
で
は
、

毎
月
１
回
日
曜
日(

原
則
第
４
日
曜
日)

に
、

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
ゴ
ミ
の
持
込
み
を

ク
リ
ス
タ
ル
プ
ラ
ザ
、
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ン

ト
お
よ
び
伊
香
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
で
受
付

け
て
い
ま
す
。

◆
受
付
時
間(

各
施
設
と
も)

８
時
30
分
〜
12
時

13
時
〜
16
時
30
分

運
転
免
許
自
主
返
納
者
を

支
援
し
ま
す

日
曜
日
の
ゴ
ミ
持
込
み

今
月
は
４
月
26
日
で
す

■問
環
境
保
全
課
（
7
６
５
‐
６
５
１
３
）

■問
都
市
計
画
課
（
7
６
５
‐
６
５
６
２
）

■問
環
境
保
全
課
（
7
６
５
‐
６
５
１
３
）

ル
ー
ル
を
守
っ
て

犬
を
飼
い
ま
し
ょ
う

■問
道
路
河
川
課
（
7
６
５
‐
６
５
３
１
）

河
川
愛
護
活
動
に
報
償
金
を

交
付
し
ま
す

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
出
没
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
が
出

没
す
る
季
節
に
な
り
ま

し
た
。
次
の
こ
と
に
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

○
山
歩
き
を
す
る
と
き

は
、
ラ
ジ
オ
、
鈴
、

笛
等
の
音
の
出
る
も

の
を
携
帯
し
て
く
だ
さ
い
。

○
ク
マ
が
生
息
す
る
地
域
で
は
、
夕
方
か
ら
夜
間
、
早

朝
の
外
出
は
控
え
て
く
だ
さ
い
。

○
人
里
近
く
で
目
撃
さ
れ
た
場
合
は
、
最
寄
り
の
警
察

署
ま
た
は
市
役
所
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
森
林
整
備
課
（
7
６
５
‐
６
５
２
６
）
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記事広告

（公財）長浜文化スポーツ振興事業団から、講座・教室・
イベントの情報をお届けします！

記事広告

伊吹山は、身近にそびえる日本百名山の一つです。県下最高峰１３７７ｍ
の伊吹山、是非一度登ってみませんか。スタッフがサポートいたします。

【と　　き】４月26日(日) 小雨決行　８時集合(16時解散予定)
【集合場所】三宮神社(米原市上野)
【対　　象】小学生以上で頂上まで登山する意欲のある人

小学生は保護者同伴。中学生は保護者の承諾が必要です。
【定　　員】60人(先着順)
【参 加 料】１,０００円　
【そ の 他】山登りのできる服装。リュック、雨具、弁当、水筒、着替え、タオル、帽子、ティッシュ、ごみ袋、

防寒具、レジャーシート、軍手、保険証コピーなど
【申 込 み】４月６日(月)から受付開始。参加料を添えて、神照運動公園事務所まで。(申込書は事務所にあります)

電話予約可
■問神照運動公園事務所(7６５－３３９９)

日本百名山　伊吹山に登ろう！

平成27年度 つなごう！子どもと本　～「けやきっ子プロジェクト」～

「けやきっ子読書の日」フェスティバル
本からひろがる世界へようこそ！みんなで楽しむ２日間
市内図書館では、４月の「けやきっ子読書の日」(19日)にあわせて楽しいイベントを

行います。保護者も一緒にお楽しみください。

※詳しくは、館内などにあるチラシや図書館ホームページをご覧ください。
■問長浜図書館(7６３－２１２２)

えほんのひろば

見ているだけでも楽しい絵本が300冊！
自由に手にとってね。

と　き：４月18日(土)・19日(日)

10時～16時

ところ：浅井図書館

対　象：乳幼児～小学生

むかしのあそび・
むかしのおはなし

けん玉、こま回しなど昔の遊びがいっぱ
い！長浜の昔ばなしも聞いてみよう。

と　き：４月19日(日)

10時～12時

ところ：びわ図書館

対　象：幼児～小学生

ボランティアさんのスペシャルおはなし会

いつものおはなし会が、特別なものに！

会場は、長浜・浅井・びわ・虎姫・湖北図書館です。
日程は、図書館によって異なります。

図書館クイズ

ヒントは図書館の中。本を調べたり、館
内をまわったりして答えを探そう！

と　き：４月18日(土)・19日(日)

10時～18時

ところ：高月図書館

対　象：小学生

世界のあそび・世界のおはなし
ブラジル・ポルトガル編

海外には、どんな遊びやおはなしがある
のかな。体験してみよう。

と　き：４月18日(土)

10時～12時

ところ：長浜図書館

対　象：幼児～小学生

市の木「けやき」のように、読書を通じてのびのびと豊かに生きる長浜の子を「けや
きっ子」といい、市では毎月第３日曜日を「けやきっ子読書の日」としています。
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垣
見
家
は
神
崎
郡
垣
見
村
（
現
在
の
東

近
江
市
垣
見
町
）
の
出
身
で
す
が
、
室
町

中
期
ま
で
に
は
坂
田
郡
宮
川
村
（
現
在
の

長
浜
市
宮
司
町
）
に
居
住
し
た
地
侍
で
し

た
。
戦
国
時
代
に
入
る
頃
に
は
、
宮
川
村

付
近
を
庄
域
と
し
た
青
蓮
院

し
ょ
う
れ
ん
い
ん

門
跡
領
坂
田

庄
（
楞
厳
院
庄

り
ょ
う
ご
ん
い
ん
の
し
ょ
う

）
の
公く

文
職

も
ん
し
き

と
い
う
役
職

を
務
め
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
戦
国
大

名
浅
井
家
が
台
頭
す
る
と
、
そ
の
家
臣
と

な
り
ま
す
。

浅
井
家
滅
亡
後
は
武
士
の
道
は
選
ば

ず
、
宮
川
村
の
地
主
・
郷
士
格
の
百
姓
と

し
て
、
地
域
で
大
き
な
影
響
力
を
持
ち
ま

し
た
。
江
戸
時
代
の
垣
見
家
に
と
っ
て
、

一
つ
の
転
機
に
な
っ
た
の
は
、
元
禄
11
年

（
１
６
９
８
）
に
、
堀
田
正
休
が
近
江
国

内
に
一
万
石
の
所
領
を
得
て
、
そ
の
政
庁

を
宮
川
村
の
垣
見
家
の
東
隣
に
構
え
た
こ

と
で
し
た
。
こ
れ
を
宮
川
陣
屋
と
呼
び
ま

す
。
宮
川
藩
堀
田
氏
は
、「
在
府
大
名
」

と
し
て
江
戸
詰
め
が
多
く
、
政
庁
が
あ
る

宮
川
に
置
い
た
家
臣
は
少
な
か
っ
た
の

で
、
そ
の
人
員
不
足
を
補
う
た
め
、
垣
見

家
は
領
内
の
政
治
・
裁
判
な
ど
に
関
わ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
江
戸
後
期
に
は
、
宮

川
藩
内
で
「
世
話
方
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

し
た
。

垣
見
家
に
伝
来
し
た
「
垣
見
家
文
書
」

は
、
巻か

ん

子す

３
巻
、
一
枚
も
の
４
５
６
通
、

冊
子
３
６
３
冊
、
絵
図
８
枚
な
ど
か
ら
構

成
さ
れ
て
お
り
、
戦
国
時
代
か
ら
明
治
初

期
の
垣
見
家
や
地
域
の
情
勢
を
読
み
解
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
中
で
特
に
貴
重

な
の
は
、
文
政
８
年
（
１
８
２
５
）
に
成

巻
さ
れ
た
巻
子
で
す
。

こ
こ
に
は
、
文
明
３
年
（
１
４
７
１
）

８
月
の
坂
田
庄
公
文
職
補
任
状
を
最
古
と

し
て
、
浅
井
家
２
代
目
久
政
の
書
状
が
２

通
、
３
代
目
長
政
の
書
状
が
４
通
も
収
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
長
政
文
書
の
内
、

元
亀
４
年
（
１
５
７
３
）
８
月
18
日
の
書

状
は
、
垣
見
家
の
先
祖
・
助
左
衛
門
尉
に

対
し
て
、
信
長
側
へ
寝
返
っ
た
家
臣
の
所

領
を
与
え
た
も
の
で
す
。
本
書
は
、
小
谷

城
で
長
政
が
自
刃
す
る
13
日
前
の
も
の

で
、
垣
見
助
左
衛
門
尉
が
浅
井
家
滅
亡
の

最
終
段
階
ま
で
、
小
谷
城
内
で
働
い
て
い

た
事
実
が
読
み
と
れ
ま
す
。

こ
の
他
、
江
戸
中
期
の
宮
川
村
の
絵
図

「
坂
田
郡
宮
川
村
郷
絵
図
」
や
、
戦
国
時

代
の
地
侍
館

じ
ざ
む
ら
い
や
か
た

の
典
型
と
し
て
、
現
在
調
査

が
行
わ
れ
て
い
る
垣
見
家
の
屋
敷
地
を
描

い
た
、
文
化
４
年
（
１
８
０
７
）
の
「
垣

見
助
左
衛
門
屋
敷
絵
図
」
な
ど
が
注
目
で

き
ま
す
。■問

長
浜
城
歴
史
博
物
館

（
7
６
３
‐
４
６
１
１
）

シリーズ○
 48

市内には、国や県、市が指定した文化財が
キラ星のごとく光り耀いています。このコ
ーナーでは、447件※ある文化財の中から代
表的なものをシリーズで紹介します。

※平成27年１月１日現在

長浜市指定文化財
有形文化財（書跡）

「垣見家文書」８４３点
答申年月日　平成14年７月１日
所有者　個人（長浜城歴史博物館寄託）▲浅井長政書状　垣見助左衛門尉宛

▲垣見助左衛門屋敷絵図

市
内
の
小
学
３
〜
５
年
生
の
男

子
を
対
象
に
募
集
さ
れ
る
三
番
叟

役
者
。
そ
の
三
番
叟
役
者
を
決
め

る
矢や

籤く
じ

の
神
事
が
、
長
濱
八
幡
宮

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
過
去
最
多
の
７
人
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参

加
。
植
田
光
輝
く
ん
が
、
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に

赤
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印
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当
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ま
し
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舞
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を
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。
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４
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わ
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。
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■本日(15日)の子ども歌舞伎開演場所

平成28年　秋
ユネスコ無形文化遺産登録へ向け提案中

長浜曳
ひ き

山
や ま

まつり
４月９日(木)～17日(金)

子ども歌舞伎観劇会
観覧券発売中

４月16日(木)に長浜文化芸術
会館で演じられる子ども歌舞
伎を一番山から四番山までゆ
っくりと観賞できます。
【料金】2,000円／人

■問 (公社)長浜観光協会
(7６５－６５２１)

昨
年
の
曳
山
ま
つ
り
か
ら

▼
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有料広告欄

【と　き】４月11日(土)11時～13時
【ところ】長浜地方卸売市場(田村町)
【内　容】特売セール、福引抽選会(空

くじなし）、うどん・そば・
おにぎり・いなり寿司コーナ
ー、青果・鮮魚販売コーナー

■問長浜地方卸売市場(7６３－４０００) 

長浜高等学校華道部員たちが、きも
のの端切れを用い、若さあふれる発
想を駆使して作った作品の数々を展
示します。
【と　き】４月13日(月)～15日(水）

10時～16時
【ところ】神前西自治会館(宮前町）

※入場無料
■問しん大はし(7６３－２０９７）

88クラフトストリートの石畳完成披
露と商店街の賑わい創出を兼ねて、
定期的にイベントを開催しています。
骨董店が多数出店し、無料鑑定もあ
ります。
【と　き】４月19日(日)

毎月第３日曜日(一部日程
変更あり、雨天中止)

【時　間】10時～16時
【ところ】長浜八幡宮西側 参道通り

(宮前町)
■問神前西自治会 大橋(7６３－２０９７)

日本３大フットボウルのひとつ、長浜
ひょうたんボウルを今年も開催します。
【と　き】４月29日(水・祝）
【ところ】県立長浜ドーム(田村町）
【日　程】
10時～市立南中学校
対OSAKAマーヴィーズ

11時40分～市立西中学校

対海陽中等学校
14時30分～立命館パンサーズ
対名城大学ゴールデンライオンズ

※屋外グラウンドでフラッグフット
ボールも同時開催(10時～）

【入場料】
高校生　前売500円(当日600円）
一般　　前売1,000円(当日1,200円）
中学生以下無料
※前売場所　アルプラザ長浜
■問滋賀県アメリカンフットボール連盟
八木(7０７７－５３７－０２３２）

小・中学生対象の茶道教室です。
【と　き】日曜日(年間６回）

13時30分～15時
※開催日は、申込者に通知します
【ところ】五先賢の館(北野町）
【講　師】遠州流茶道浅井支部
【参加費】１回500円
■問五先賢の館(7７４－０５６０）

ふれあい遊びやお話、おしゃべりタ
イムなど、親子で楽しい時間を過ご
しましょう。
【と　き】年５回(５～７、９、11月

に１回）
【ところ】サンサンランド(地福寺町）
【対　象】市内の満１歳以上の未就園

児(H27.5.1現在）とその
保護者

※なかよし広場他子育てサークル未
加入の人優先

【参加費】子ども１人１回100円
【定　員】親子30組×３グループ(先

着順）
※地域ごとに３つのグループに分か
れます

【申込み】４月９日(木）から電話・

FAXまたは下記まで直接。
住所、電話番号、親子の氏
名とふりがな、子どもの年
齢をお知らせください。

■問･申サンサンランド(7６２－３７１２
5６４－３９００）

昭和60年４月２日以降に生まれた男
女で、四年制大学を卒業または平成
28年３月31日までに卒業見込みの人
が対象です。
【第１次試験日】５月10日(日）
【試験会場】滋賀大学教育学部(大津市

平津）
【採用予定人員】男性Ａ　70人

女性Ａ　９人
※詳しくは滋賀県警察のホームページで
■問滋賀県警察本部警務課採用係
(7０１２０－２０４－３１４）
http://www.pref.shiga.lg.jp/police/

福祉の仕事探しについて相談をお受け
します。気軽にお立ち寄りください。
【と　き】４月10日(金)

13時30分～16時
【ところ】公立木之本公民館(木之本

町木之本)
■問湖北介護・福祉人材センター
(7６４－５１２５)

不動産鑑定士や税理士、弁護士によ
る不動産に関する無料相談会です。
【と　き】４月11日(土）10時～16時
【ところ】大津プリンスホテル(大津市

におの浜）
※予約不要・当日受付順
■問 (公社）滋賀県不動産鑑定士協会
(7０７７－５２６－１１７２）

市民の皆さんのサークル・団体が行う催しを掲載します。
掲載希望の人は、掲載希望号の１か月前までに市民広報課（7６５－６５０４）までご連絡ください。情報ひろば 

◆土地に関する無料相談会

◆こども茶道教室生徒募集

◆第１回滋賀県警察官(Ａ・大卒
程度）採用試験

◆福祉のお仕事探し出張相談

◆「きもの」生地を使った
「和」テイストの製作物の展示

◆こっとう市(881八八市)

◆第65回長浜ひょうたんボウル

◆きゃんせ土曜市

催　し

講座・教室

◆平成27年度なかよし広場

募　集

5,000

相　談

不用品交換情報(３月10日現在)
ください（無料）
○チャイルドシート○スタッドレスタイ
ヤとホイール(軽用)○まき割り用斧○洗
濯機(二槽式・全自動)○自転車(女子用・
大人用)○腹筋用トレーニングマシン○Ｄ
ＶＤレコーダー○食器棚○アイロン台○
下駄箱○アイロン○ミシン○自転車用ベ
ビーチェア

ゆずってください（有料）
○スタッドレスタイヤとホイール(軽用)○
まき割り用斧○洗濯機(二槽式)○チャイル
ドシート○女子用自転車○腹筋用トレーニ
ングマシン○ＤＶＤレコーダー○食器棚○
米の保管庫○下駄箱○地デジ対応テレビ

あげます（無料）
○ホットサンドメーカー○植木鉢○アイロ
ン台○スロット台○ひな人形○冷凍庫付き
冷蔵庫○幼児用室内すべり台

ゆずります（有料）
○デジタルフォトフレーム○米保管庫(６
俵用)○２口ガスコンロ(プロパン用)○夏
用タイヤとホイール(軽用)○食器棚

※現物は保管していません。
※市は取次ぎのみで、両者の話合いで
決定していただきます。

■問環境保全課(7６５－６５１３)

【診療日】４月５日、12日、19日、
26日、29日
５月３日、４日、５日、６日、
10日、17日、24日、31日

【診療時間】９時～18時
【受付時間】８時30分～11時30分

12時30分～17時30分
【場　所】宮司町1181－2
【電話番号】６５－１５２５
【診療科】内科、小児科
※受診時は保険証・お薬手帳をお忘れなく。
※電話番号はお間違えのないようご注
意ください。

■問健康推進課（7６５－７７７９）

長浜米原休日急患診療所
４・５月の診療日のお知らせ

【と　き】４月18日(土)12時～16時
５月７日(木)10時～14時　　
５月16日(土)12時～16時

【ところ】市民交流センター和室
【相談員】下地久美子さん(臨床心理士)
【料　金】無料
※託児あり(要予約)、秘密厳守
■申平日：人権施策推進課
(7６５－６５５６　専用ダイヤル)
土日：市民交流センター
(7６５－３３６６)

女性の悩み相談(要予約)
【長浜地域】４月23日(木)18時～20時

市民交流センター（地福寺町）
【浅井地域】４月24日(金)18時～20時

湯田公民館(内保町）
【びわ地域】４月24日(金)19時30分～21時

びわ公民館（難波町）
【虎姫地域】４月24日(金)18時～20時

虎姫時遊館（三川町）
【湖北地域】４月16日(木)18時～20時

湖北公民館(湖北町速水）
【高月地域】４月8日(水)13時～15時

高月支所（高月町渡岸寺）
【木之本地域】４月16日(木)15時～17時

公立木之本公民館（北部振興局内）
【余呉地域】４月25日(土)10時～12時

山村開発センター（余呉町中之郷）
【西浅井地域】４月15日(水)13時～15時

西浅井公民館（西浅井支所内）
■問社会福祉課(7６５－６５３６)
市ホームページ「結婚支援」で検索
またはQRコード

※いずれの会場も提供でき
る情報は同じです。

※登録の有効期限は３年で
す。再登録を希望する人は、各会場
で申請をお願いします。

結婚相談

納付カレンダー

納付期限

市県民税

固定資産税
都市計画税

軽自動車税

国民健康保険料

介護保険料

後期高齢者
医療保険料

６月１日
（月）

前納
１期

全期

６月30日
（火）
前納
１期

前納
１期

１期

７月31日
（金）

２期

２期

２期

１期

８月31日
（月）

３期

３期

２期

９月30日
（水）

２期

４期

４期

３期

11月２日
（月）

３期

５期

５期

４期

11月30日
（月）

３期

６期

６期

５期

１月４日
（月）

４期

７期

７期

６期

２月１日
（月）

４期

８期

８期

７期

２月29日
（月）

９期

９期

８期

３月31日
（木）

10期

10期

９期

※５月、10月、12月、１月の各末日は取扱金融機関の休業日にあたるため、納付期限は翌営業日になります。
※65歳以上の人で、市県民税、国民健康保険料、介護保険料、後期高齢者医療保険料のうち、年金からいただく分については、支給時に天引となります。



まちの

人口
平成27年３月１日現在　　　人口　121,709人　　　男　59,496人　　　女　62,213人　　　世帯数　44,535世帯

平成27年２月中の異動　　　転入　210人　　　転出　219人　　　出生 71人　　　死亡 118人　　　婚姻 27件

このコーナーでは、市内在住のお子さんたちの写真を掲載します。
笑顔と元気あふれるお子さんたちの写真を募集しています。
掲載を希望する人は市民広報課（7６５－６５０４）まで申込みください。
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「少年の頃は、風景を見るのが好き
だった」という宇留野元徳（うるのげ
んとく）さん。長浜の飾らない暮らし
の魅力を発信しようと、昨年７月に市
民有志とともに「長浜生活文化研究所」
を設立し、事務局長を務めます。
愛知県豊田市出身で大学卒業後、福

岡県のまちづくりコンサルティング会
社に就職し、全国各地域でまちづくり
の支援をしていましたが、「自分の住ん
でいる地域をよくできないのに他の地
域をよくできるのか」という自身のコ
ンサルティング姿勢に疑問を持ち始め
ていました。ちょうどその頃、雑誌作
りの支援で滋賀を訪れ、長浜に入った
ことで転機が訪れます。
長浜地域の人たちと座談会をしたと

き、「自分の地域をよくしたい、若者が

住みたいまちをつくりたい」と、本業
の傍らライフワークとしてまちづくり
に取り組むその姿勢に強く惹かれまし
た。その時、「美しい琵琶湖のある地で、
地域をよくする活動に携わっていきた
い」と、仕事を辞めて2013年夏に大通
寺の門前町に移り住むことを一大決心。
空き町家を改修して、職人が手がける
生活雑貨店を営む傍ら、暮らしにまつ
わるワークショップなどを行う拠点と
して「あふみ舎」を開業しました。
移住後は、あふみ舎の運営のほか、

自身のスキルを活かしたデザインの仕
事を手がけたり、地域の若者とともに、
地域で楽しく暮らせるまちを目指す活
動に参加したりと生活も充実してきた
そうです。
「地域の魅力はどこの地域にもある

し遜色がないと思います。しかし、そ
の魅力は、そこでたくさんの人と交流
しながら深めることでわかるものだと
思います。長浜生活文化研究所の活動
など、そのとき出会った人との交流を
深めながら地域の魅力を探究できる…
その環境が長浜にはたくさんあります」
と、ここでの暮らしにとても満足して
いるようです。
「まだまだ長浜のことを知らないの

で、もっと各集落などに出向き、地域
の魅力を自分なりに発見していきたい
ですね」と意欲的です。

長浜生活文化研究所ホームページ
「長浜くらしノート」
http://naga-labo.org/

植物油インキで印刷しています。 再生紙を使用しています。

「広報ながはま」は、各自治会を通じてお届けすることを原則としていますが、市民交流セ
ンターや図書館、公民館など市の公共施設にも置いています。市のホームページでもご覧い
ただけます。点字広報、声の広報を作成していますので、ご希望の人は市民広報課まで。

穏やかで優しい奏くん　甘え上手な菫ちゃん

毎日可愛い笑顔を沢山みせてくれて

ありがとう！

日
比
野
　
奏

か
な
で

ち
ゃ
ん
（
平
成
21
年
４
月
生
ま
れ
）（
右
）

菫
す
み
れ

ち
ゃ
ん
（
平
成
24
年
５
月
生
ま
れ
）（
左
）

（
平
方
町
）

撮影場所：太々野さん宅


